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一
条
兼
良
に
お
け
る『
日
本
書
紀
』「
神
代
」解
釈
の
態
度

　
―「
神
」解
釈
を
め
ぐ
っ
て

徳
盛  

誠

TOKUM
ORI, M

akoto

一
、
は
じ
め
に

一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』（
以
下
、
纂
疏
と
略
記
す
る
）
と
は
、『
日
本
書
紀
』「
神
代
」
に
対
す
る
い
か
な
る
試
み
で
あ
っ
た
か
、

そ
の
注
釈
は
何
を
つ
く
り
だ
し
た
の
か
。
本
稿
は
、書
紀
「
神
代
」
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
神
」
に
関
す
る
兼
良
の
解
釈
の
検
討
を
通
し
て
、

そ
の
解
明
の
糸
口
を
つ
か
み
た
い
。

『
日
本
書
紀
纂
疏
』
は
、
室
町
時
代
の
公
卿
で
あ
り
、
当
時
か
ら
大
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
―
一
四
八
一
）
が
著

し
た
『
日
本
書
紀
』（
以
下
、
書
紀
と
略
記
す
る
）「
神
代
」
の
注
釈
書
で
あ
る
。
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）、
公
卿
の
頂
点
た
る
関
白
を
す

で
に
辞
し
准
三
宮
と
な
っ
て
い
た
兼
良
が
朝
廷
で
行
っ
た
書
紀
「
神
代
」
講
義
を
も
と
に
ま
と
め
た
と
推
定
さ
れ
る
書
物
で
あ
り
一
、
次
世

代
の
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
―
一
五
一
一
）、さ
ら
に
兼
倶
の
実
子
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
―
一
五
五
〇
）
を
触
発
し
、両
者
の
書
紀
「
神
代
」

解
釈
が
形
成
さ
れ
る
基
盤
と
な
っ
た
二
。
そ
の
後
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
行
の
『
日
本
書
紀
神
代
合
解
』
で
は
、
忌
部
正
通
『
神
代

巻
口
訣
』、
吉
田
兼
倶
、
清
原
宣
賢
の
書
紀
解
釈
と
と
も
に
併
載
さ
れ
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
単
独
で
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近

世
を
通
じ
て
広
く
読
ま
れ
参
照
さ
れ
た
書
紀
注
釈
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
近
代
の
書
紀
研
究
に
お
い
て
は
、
一
転
し
て
厳
し
い
評
価
を
受
け
る
三
。
太
田
晶
二
郎
は
そ
の
書
紀
学
研
究
上
の
画
期
的
な
論
文

「
上
代
に
於
け
る
日
本
書
紀
講
究
」（
初
出
一
九
三
九
年
）
に
お
い
て
、
平
安
期
の
日
本
紀
講
書
に
あ
ら
わ
れ
た
書
紀
学
を
吟
味
し
「
訓
詁
学

一 

宮
川
葉
子
「
一
条
兼
良

の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
成
立
前

後
―
成
仁
親
王
（
後
土
御
門

院
）
元
服
と
の
関
連
を
中
心
に

―
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』
四
十
四
号
、

一
九
九
九
年
）。

二 

た
だ
し
、
纂
疏
に
結
実
し

た
兼
良
の
書
紀
「
神
代
」
解
釈

は
、
吉
田
家
の
家
説
に
学
ぶ
中

で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
兼

良
の
書
紀
解
釈
と
、
兼
倶
、
宣

賢
が
継
受
し
た
吉
田
家
説
と
の

関
係
は
一
方
的
で
は
な
い
。
近

藤
喜
博
「
日
本
書
紀
纂
疏
・
そ

の
諸
本
」（『
藝
林
』
第
七
号
、

一
九
五
六
年
）
参
照
。

三 

纂
疏
を
は
じ
ま
り
と
す
る

中
世
書
紀
学
に
対
す
る
こ
う
し
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た
評
価
は
、
す
で
に
近
世
の
本

居
宣
長
『
古
事
記
伝
』（
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）
完
成
）
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四 

『
太
田
晶
二
郎
著
作
集 

第
三
冊
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
二
年
）
所
収
。

五 

家
永
三
郎
「
解
説 

四
、

研
究
・
受
容
の
沿
革
」（『
日
本

書
紀 

上
』、
日
本
古
典
文
学
大

系
、岩
波
書
店
、一
九
六
七
年
）。

六 

忌
部
正
通
『
日
本
書
紀
口

訣
』
に
は
、
偽
書
の
疑
い
が
あ

り
、
貞
治
六
年
成
立
に
は
留
保

を
つ
け
て
お
く
。

七 

伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀

の
輪
郭
―
太
平
記
に
お
け
る
卜

部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文

学
』
一
九
七
二
年
十
二
月
号
）

が
「
中
世
日
本
紀
」
と
名
づ
け

う
る
言
説
群
の
存
在
と
そ
の
問

題
性
を
明
確
に
し
、
そ
の
後
、

阿
部
泰
郎
ら
が
そ
の
対
象
と
問

題
の
地
平
を
大
き
く
ひ
ろ
げ

た
。

八 

拙
稿
「
清
原
宣
賢
『
日
本

書
紀
抄
』
試
論
―
『
日
本
書
紀

纂
疏
』と
の
連
関
か
ら
―
」、『
史

料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』
―

津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

と
称
す
る
は
充
分
妥
当
す
べ
き
所
の
も
の
」
と
評
価
す
る
一
方
、「
口
訣
・
纂
疏
の
類
か
ら
垂
加
一
派
に
至
つ
て
最
も
ひ
ど
い
と
か
く
空
理

傅
会
を
馳
聘
さ
せ
る
も
の
」
と
、
中
世
の
纂
疏
や
忌
部
正
通
『
神
代
巻
口
訣
』
か
ら
近
世
の
山
崎
闇
斎
学
派
の
書
紀
解
釈
に
至
る
書
紀
「
神

代
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
た
上
で
、
書
紀
研
究
へ
の
寄
与
を
み
と
め
て
い
な
い
四
。
家
永
三
郎
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系

本
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
研
究
の
沿
革
を
述
べ
る
中
で
（
一
九
六
七
年
）
五
、
太
田
論
文
に
依
拠
し
つ
つ
、
中
世
の
研
究
全
般
に
つ
い
て

「
実
証
的
な
訓
詁
研
究
は
放
擲
さ
れ
、
中
国
思
想
や
仏
教
教
義
等
の
観
念
的
理
論
に
よ
る
付
会
の
説
明
が
強
行
さ
れ
る
」
と
し
、「
貞
治
六
年

に
忌
部
正
通
の
著
作
し
た
『
日
本
書
紀
口
訣
』、
室
町
時
代
に
一
条
兼
良
の
著
わ
し
た
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
を
は
じ
め
、
神
代
紀
の
注
釈
書

が
数
多
く
出
現
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
自
家
の
神
道
教
義
に
立
脚
し
た
空
理
空
論
で
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
書
紀
の
学
問
的
研
究
の

た
め
に
今
日
読
む
に
値
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
言
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
断
じ
た
六
。

近
年
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
成
立
以
降
に
多
様
に
展
開
さ
れ
た
神
話
テ
キ
ス
ト
の
生
成
や
解
釈
の
試
み
を
、
近
代
と
は
異
な
る
固

有
の
論
理
と
世
界
観
を
も
つ
も
の
と
し
て
把
握
す
る
研
究
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
結
果
七
、
こ
う
し
た
近
代
の
学
問
的
価
値
観
か
ら
裁
断
す

る
態
度
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
纂
疏
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
書
紀
「
神
代
」
理
解
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た

と
は
い
ま
だ
い
え
ず
、
そ
れ
が
、
わ
た
し
た
ち
が
依
拠
す
る
近
代
の
書
紀
研
究
に
い
か
に
か
か
わ
る
か
は
定
か
で
な
い
。
本
稿
で
は
、
纂
疏

の
書
紀
「
神
代
」
理
解
の
解
明
を
試
み
、
そ
の
理
解
を
必
ず
し
も
「
中
世
的
」
と
局
限
せ
ず
、
近
代
の
書
紀
研
究
の
相
対
化
を
迫
り
う
る
も

の
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
考
え
た
い
。

二
、
方
法
と
し
て
の
三
教
説
と
の
符
合

日
本
書
紀
注
釈
と
し
て
の
纂
疏
の
特
質
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
八
、
こ
こ
で
そ
の
注
釈
上
の
重
要
な
方
法
の
一
つ

で
あ
る
、
三
教
説

―
儒
教
説
、
道
教
説
、
仏
教
説

―
と
書
紀
叙
述
と
の
符
合
の
確
認
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
意
義
を
考
え
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
神
」
解
釈
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

兼
良
が
三
教
説
と
の
符
合
を
書
紀
叙
述
の
正
当
性
の
確
証
と
し
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
九
。
纂
疏
の
冒
頭
近
く
の
兼
良
の
言

明
を
二
か
所
引
用
す
る
。

蓋
思
玄
古
之
事
、
豈
能
青
史
而
伝
、
神
霊
憑
人
宣
言
、
聖
賢
操
觚
紀
載
、
以
三
教
之
可
証
、
知
一
書
之
不
誣
（
七
）
一
〇
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上
古
無
文
字
、
然
結
縄
刻
木
、
且
為
之
約
、
吾
邦
開
闢
之
事
、
幽
明
之
迹
、
自
古
神
聖
相
授
、
或
託
人
宣
言
、
而
其
所
説
、
自
莫
不
符

合
三
教
之
理
（
九
）

書
紀
注
釈
を
試
み
る
に
当
た
っ
て
の
前
提
と
し
て
、
書
紀
「
神
代
」
が
描
き
出
そ
う
と
す
る
無
文
字
時
代
の
「
玄
古
」「
上
古
」
の
こ
と

が
ら
を
直
接
記
し
た
史
書
は
存
在
し
な
い
、
と
兼
良
は
述
べ
る
。
文
字
記
録
の
歴
史
的
限
界
に
つ
い
て
の
同
様
の
認
識
は
、
た
と
え
ば
『
周

易
』
繋
辞
伝
下
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
言
は
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
字
と
し
て
の
漢
字
と
古
典
と
の
共
有
を
基
盤
と
す
る

東
ア
ジ
ア
漢
字
世
界
を
ひ
ろ
く
見
わ
た
し
た
も
の
と
い
え
る
一
一
。
兼
良
は
、
書
紀
「
神
代
」（
引
用
中
の
「
一
書
」「
其
所
説
」）
を
こ
う
し

た
条
件
の
下
で
口
頭
伝
承
を
含
み
つ
つ
成
立
し
た
も
の
と
捉
え
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
叙
述
の
正
当
さ
は
、
史
書
と
の
照
合
に
よ
る
検
証
は

な
し
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
書
紀
と
同
様
の
限
界
と
経
緯
の
中
で
成
り
立
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
「
三
教
」
諸
説
、
す
な
わ

ち
東
ア
ジ
ア
の
主
要
言
説
と
の
符
合
の
確
認
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
と
主
張
す
る
一
二
。

こ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
漢
字
世
界
で
共
有
さ
れ
る
言
説
と
の
符
合
の
確
認
を
、
書
紀
解
釈
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
書
紀
叙
述
の
正
当
さ
の
証
明
を
試
み
る
こ
と
自
体
、
纂
疏
以
前
の
書
紀
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
纂

疏
の
き
わ
だ
っ
た
特
質
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
兼
良
は
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
、
纂
疏
の
も
う
一
つ
の
特
質

で
あ
る
、
注
釈
に
お
い
て
書
紀
の
訓
読
を
問
わ
な
い
態
度
と
連
動
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

書
紀
の
訓
読
は
、
平
安
期
に
行
わ
れ
た
日
本
紀
講
書
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
書
紀
学
の
は
じ
ま
り
の
時
点
で
、
重
視
さ
れ
、
一
貫
し
て
論

議
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
書
紀
を
徹
底
し
て
和
語
で
訓
み
く
だ
す
と
い
う
そ
の
営
み
が
、
書
紀
理
解
の
一
環
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
紀

に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
関
晃
「
上
代
に
於
け
る
日
本
書
紀
講
読
の
研
究
」（
初
出
一
九
四
二
年
）

が
洞
察
し
て
い
る
一
三
。
関
論
文
は
、
講
書
の
訓
を
め
ぐ
る
論
議
の
内
実
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
こ
で
論
議
さ
れ
決
定
さ
れ
た
訓

注
が
じ
つ
は
「
訳
注
で
も
訓
詁
で
も
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
講
書
を
担
っ
た
博
士
ら
は
「
書
紀
が
上
古
口
伝
の
筆
録
に
成
つ
た
古
語
仮
名
之

書
の
漢
訳
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
も
ち
、「
従
つ
て
、
書
紀
を
古
語
に
復
原
す
る
努
力
に
依
て
、
古
史
の
純
粋
な
る
姿
に
於
け
る
再
現
が
達

せ
ら
れ
る
と
い
ふ
考
へ
」
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
関
論
文
を
ふ
ま
え
た
神
野
志
隆
光
「
講
書
と
「
倭
語
」
の
擬
制
」（
初
出

一
九
九
九
年
）
は
、
そ
う
し
た
書
紀
認
識
の
「
倒
立
性
」

―
漢
文
が
成
り
立
た
せ
た
も
の
を
「「
倭
語
」
の
世
界
の
虚
像
」
に
投
影
す
る

―
を
析
出
し
、
講
書
に
お
け
る
そ
の
「
制
度
化
」
を
指
摘
し
て
い
る
一
四
。

纂
疏
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
講
書
が
確
立
し
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
は
、
書
紀
を
和
語
で
訓
み
く
だ
す
こ
と

が
、
和
語
テ
キ
ス
ト
と
し
て
想
定
さ
れ
る
、
い
わ
ば
原－

書
紀
と
の
繋
が
り
の
確
認
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
漢
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
書
紀
の

所
収
。

九 

神
野
志
隆
光
『
神
話
の
思

想
史
・
覚
書
―
「
天
皇
神
話
」

か
ら
「
日
本
神
話
」
へ
―
』、『
万

葉
集
研
究 

第
二
十
二
集
』（
塙

書
房
、
一
九
九
八
年
）
所
収
。

一
〇 

以
下
、『
日
本
書
紀
纂

疏
』
の
引
用
は
す
べ
て
『
日
本

書
紀
纂
疏 

日
本
書
紀
抄
』（
天

理
図
書
館
善
本
叢
書
、
八
木
書

店
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

頁
数
を
引
用
末
尾
に
示
す
。
纂

疏
諸
本
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

最
新
の
研
究
と
し
て
金
沢
英

之
「『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
成

立
・
続
貂
」（『
上
代
文
学
』
第

一
一
六
号
、
二
〇
一
六
年
）
を

挙
げ
て
お
く
。

一
一 

『
周
易
』
繋
辞
伝
下
の

ほ
か
、後
に
紹
介
す
る
宗
密『
原

人
論
』、
さ
ら
に
日
本
紀
講
書

で
も
語
ら
れ
る
。

一
二 

 

「
三
教
」
が
何
を
指
す

か
、
詳
細
は
省
く
が
、
纂
疏
に

お
け
る
用
法
に
照
ら
し
て
考
え

れ
ば
、
書
紀
の
説
は
ふ
く
め
ず

儒
・
道
・
仏
教
の
三
教
と
考
え

ら
れ
る
。

一
三 

『
日
本
古
代
の
政
治
と

文
化 

関
晃
著
作
集
第
五
巻
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
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所
収
。

一
四 

神
野
志
隆
光
「
講
書
と

「
倭
語
」
の
擬
制
」、『
変
奏
さ

れ
る
日
本
書
紀
』（
東
京
大
学

出
版
会
、二
〇
〇
九
年
）
所
収
。

一
五 

『
天
理
図
書
館
善
本
叢

書 

日
本
書
紀
纂
疏 

日
本
書
紀

抄
』（
八
木
書
店
、一
九
七
七
年
）

所
収
。

正
当
性
の
保
障
た
り
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
大
永
六
、
七
年
（
一
五
二
六
、一
五
二
七
）
の
成
立
で
あ
る
清
原
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
に
お

い
て
も
、
講
書
以
来
の
多
く
の
訓
が
記
載
さ
れ
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
兼
良
も
な
お
そ
の
よ
う
な
訓
読
の
制
度
の
内
に
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
一
五
。
と
す
れ
ば
、
訓
読
を
問
わ
な
い
兼
良
の
試
み
と
は
、
こ
う
し
た
訓
読
に
か
か
わ
る
教
条
か
ら
あ
え
て
離
れ
て
書
紀
解
釈

を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
書
紀
叙
述
の
正
当
さ
の
保
障
が
あ
ら
た
め
て
も
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
上
記
二
つ
の
引
用
が
い
ず
れ
も
、
書
紀
「
神
代
」
に
相
応
す
る
「
玄
古
」「
上
古
」
に
つ
い
て
、
口
頭
伝
承
は
み
と
め
つ
つ
、
直
接
記

し
た
史
書
は
存
在
し
な
い
と
断
じ
る
の
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
認
識
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
書
紀
学
の
観
点
か
ら
み
る
な

ら
、
和
語
に
よ
る
「
古
史
」
を
想
定
せ
ず
、
そ
れ
に
拠
ら
な
い
こ
と
の
表
明
で
あ
る
。
兼
良
が
「
古
史
」
を
想
定
す
る
こ
と
の
「
倒
立
性
」

を
認
識
し
て
い
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
試
み
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
書
紀
を
、
和
語
と
の
連
関
の
中
で
考
え
る
教
条
か

ら
解
放
し
、「
三
教
」
諸
説
が
構
成
す
る
東
ア
ジ
ア
の
言
説
空
間
に
ひ
ら
く
こ
と
、
そ
こ
に
表
現
と
論
理
と
の
正
当
性
の
拠
り
所
を
あ
ら
た

に
見
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

以
上
を
た
し
か
め
た
上
で
、
方
法
と
し
て
の
三
教
説
と
の
符
合
の
考
察
に
戻
ろ
う
。

二
番
目
の
引
用
で
、「
三
教
之
理0

」（
傍
点
徳
盛
）
の
符
合
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
兼
良
の
試

み
が
、
書
紀
と
三
教
各
説
と
の
直
接
的
な
一
致
を
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
書
紀
の
所
説
を
諸
教
説
に
解
消
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
纂
疏
の
解
釈
の
現
場
で
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
書
紀
「
神
代
」
が
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
を
、
諸
教
説
の
概
念
と
論

理
と
を
用
い
て
解
き
明
か
す
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
理
」
は
、
諸
教
説
を
そ
の
よ
う
に
用
い
う
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
実

際
の
活
用
を
通
し
て
た
し
か
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。

以
下
、
現
場
に
即
し
、
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。
纂
疏
の
総
論
的
な
記
述
の
一
つ
で
あ
る
「
神
」
解
説
（「
釈
神
」）
を
取
り
上
げ
る
。
書

紀
「
神
代
」
の
中
心
的
な
概
念
で
あ
る
「
神
」
に
関
す
る
説
明
の
検
討
か
ら
、
兼
良
の
、
書
紀
「
神
代
」
解
釈
の
態
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
ど
の
よ
う
な
物
語
の
論
理
を
そ
こ
に
発
見
し
て
い
る
か
を
考
え
た
い
。

三
、「
釈
神
」

兼
良
は
、
書
紀
本
文
の
各
々
に
即
し
た
注
釈
（
以
後
、
本
文
注
解
と
す
る
）
に
入
る
前
、「
一
書
題
目
」
と
総
称
し
て
、『
日
本
書
紀
』「
神

代
上
」
と
い
う
題
目
に
つ
き
、「
日
本
」「
書
紀
」「
神
」「
代
」「
上
」
と
分
割
し
（
前
二
者
は
「
通
題
」、後
三
者
は
「
別
目
」
と
す
る
）、各
々

233



一条兼良における『日本書紀』「神代」解釈の態度 （徳盛  誠）
右5

を
解
説
し
て
い
る
。
題
目
に
関
す
る
こ
う
し
た
解
説
は
、仏
典
講
義
の
方
式
を
踏
襲
し
一
六
、書
紀
本
文
の
注
釈
に
先
置
さ
れ
る
も
の
な
が
ら
、

各
々
の
語
の
書
紀
に
お
け
る
意
義
や
用
法
を
ふ
ま
え
て
い
る
点
で
、
す
で
に
し
て
兼
良
の
書
紀
「
神
代
」
研
究
の
成
果
で
も
あ
る
。

語
ご
と
に
解
説
の
あ
り
よ
う
が
異
な
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
書
題
目
」
の
構
成
を
次
に
示
そ
う
。

「
釈
日
本
」
一
、
釈
義
、
二
、
倭
訓
、
三
、
別
号
、

「
釈
書
紀
」
一
、
釈
義
、
二
、
和
訓

「
釈
神
」
一
、
約
心
出
体
、
二
、
約
気
明
名
、
三
、
約
形
示
教

「
釈
代
」
一
、
釈
字
義
、
二
、
解
妨
難

「
釈
上
字
」（
節
な
し
）

「
釈
神
」の
異
質
さ
は
際
立
つ
。「
釈
神
」に
は
、
節
を
も
つ
他
の
三
つ
の
語
解
説
と
異
な
り
、
字
義
の
説
明（
釈
義
、釈
字
義
）の
節
が
な
い
。

実
際
に
は
第
二
節
「
約
気
明
名
」
中
に
字
義
へ
の
言
及
は
あ
る
の
だ
が
、他
の
語
解
説
の
よ
う
な
「
釈
義
」「
釈
字
義
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
釈

神
」
の
他
二
節
と
密
接
に
連
関
し
た
節
名
で
あ
る
「
約
気
明
名
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
三
節
構
成
が
「
神
」
解
説
に

必
要
な
形
式
と
し
て
と
く
に
選
択
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

な
お
、「
釈
神
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
二
藤
京
が
、
第
三
節
「
約
形
示
教
」
を
、
書
紀
の
世
界
像
を
仏
教
的
な
世
界
像
と
接
合
す
る
兼

良
の
試
み
の
表
れ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
一
七
。
二
藤
は
、
別
な
論
考
で
も
、
纂
疏
の
「
三
種
神
器
」
注
釈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
「
一

心
」
概
念
を
考
え
る
中
で
、「
釈
神
」
の
第
一
節
「
約
心
出
体
」
で
「
神
」
概
念
と
連
関
し
て
論
じ
ら
れ
た
仏
教
説
の
「
一
心
」
論
に
着
目

し
、
そ
れ
が
、
兼
良
の
「
神
」「
神
器
」
解
釈
の
根
底
を
な
す
こ
と
を
指
摘
し
て
も
い
る
一
八
。
さ
ら
に
上
野
英
彦
は
、「
釈
神
」
第
一
節
と

第
三
節
を
中
心
と
す
る
纂
疏
の
記
述
と
、
唐
代
の
華
厳
宗
僧
宗
密
の
『
原
人
論
』
と
の
比
較
を
通
じ
、
二
藤
の
典
拠
推
定
を
修
正
し
て
、
纂

疏
の
書
紀
解
釈
が
、
宗
密
の
「
一
心
」
論
に
依
拠
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
神
儒
仏
一
致
の
主
張
の
基
盤
を
な
す
と
主
張
し
て
い

る
一
九
。

二
藤
、
上
野
論
文
と
も
に
、
兼
良
の
「
神
」
理
解
の
検
討
が
纂
疏
の
特
質
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

し
か
し
い
ず
れ
も
「
釈
神
」
そ
の
も
の

―
各
節
の
全
体
、
さ
ら
に
三
節
総
体

―
を
と
ら
え
た
分
析
で
は
な
い
。
と
く
に
両
論
文
が
仏
教

説
と
の
比
較
が
見
ら
れ
な
い
第
二
節
「
約
気
明
名
」
に
論
及
し
て
い
な
い
の
は
、
と
も
に
仏
教
説
と
の
連
関
に
お
い
て
『
纂
疏
』
の
特
質
を

捉
え
よ
う
と
す
る
中
か
ら
方
法
的
に
選
択
さ
れ
た
態
度
と
は
い
え
、
兼
良
の
「
神
」
解
釈
の
全
体
、
ひ
い
て
は
書
紀
「
神
代
」
観
に
迫
る
た

一
六 

平
川
彰『
大
乗
起
信
論
』

（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
三
年
）

十
一
頁
。

一
七 

二
藤
京
「『
日
本
書
紀

纂
疏
』
の
〈
日
本
書
紀
〉
―
「
八

洲
起
原
」「
万
物
造
化
」
に
お

け
る
世
界
像
の
再
構
築
」、『
国

語
と
国
文
学
』
二
〇
〇
一
年
六

月
号
。

一
八 

二
藤
京
「『
日
本
書
紀

纂
疏
』の「
三
種
神
器
」論
」、『
国

語
と
国
文
学
』
二
〇
〇
七
年
三

月
号
。

一
九 

上
野
英
彦
「『
日
本
書

紀
纂
疏
』
と
宗
密
の
一
心
思

想
」、『
国
語
国
文
』
九
一
八
号

（
二
〇
一
一
年
二
月
）。
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二
〇 

桜
部
建
『
倶
舎
論
』

（
仏
典
講
座
、
大
蔵
出
版
、

一
九
八
一
年
）
一
一
二
―

一
一
四
頁
参
照
。

二
一 

佐
伯
旭
雅
『
冠
導
阿
毘

達
磨
倶
舎
論
』（
法
蔵
館
、
明

治
二
十
年
）
に
よ
る
（
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
よ
る
閲
覧
）。「
分
位
」

の
意
は
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』

（
織
田
得
能
著
、
大
蔵
出
版
、

新
訂
版
一
九
六
九
年
）に
よ
る
。

め
に
は
、な
お
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
纂
疏
と
仏
教
説
と
の
連
関
に
つ
い
て
も
仏
教
説
の
み
で
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い「
釈

神
」
全
体
の
中
で
考
え
る
こ
と
で
的
確
な
意
義
づ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、「
約
」
に
つ
い
て

「
釈
神
」
は
、
す
で
に
掲
げ
た
よ
う
に
、「
約
心
出
体
」「
約
気
明
名
」「
約
形
示
教
」
の
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
三
つ
の
見
出
し
に
共
通

す
る
「
約

―
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
は
、「
約
心
」「
約
形
」
の
ほ
か
、「
約
教
」「
約
意
」「
約
義
」
な
ど
多
く
の
類
例
が
仏
教
書
に
見

ら
れ
る
。

は
や
く
六
五
一
年
成
立
の
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
分
別
世
間
品
第
三
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
（
傍
線
は
徳
盛
に
よ
る
）。

頌
曰
、
伝
許
約
位
説
、
従
勝
立
支
名
、
論
曰
、
伝
許
世
尊
唯
約
分
位
説
諸
縁
起
有
十
二
支
。

「
頌
」
を
敷
衍
し
た
「
論
」（「
論
曰
」
以
下
）
は
、「
説
一
切
有
部
の
伝
統
説
に
よ
る
と
、
世
尊
は
、
分
位

―
時
分
と
地
位

―
に
「
約
」

し
て
、
縁
起
に
十
二
支
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
」
と
述
べ
る
二
〇
。
こ
の
箇
所
に
つ
き
衆
賢
『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
は
「
仏
依
分
位
説
諸

縁
起
」
と
注
し
、
円
暉
『
倶
舎
論
頌
疏
』
は
「
世
尊
唯
約
分
位
説
十
二
支
、
不
拠
利
那
等
也
」
と
注
し
て
二
一
、「
約
」
が
「
依
」「
拠
」
と

解
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
倶
舎
論
』
の
文
脈
に
加
え
、
衆
賢
、
円
暉
の
解
釈
を
参
考
に
す
る
な
ら
、「
約
」
と
は
、
何
ら
か
の
行
為

を
な
す
に
当
た
っ
て
、
あ
る
も
の
に
依
拠
す
る
こ
と
と
見
な
せ
る
。

な
お
仏
教
書
以
外
の
漢
籍
で
も
、『
尚
書
正
義
』
序
「
約
史
記
而
修
春
秋
」
の
孔
穎
達
の
疏
に
「
準
依
其
事
曰
約
」
と
あ
り
、右
に
掲
げ
た
『
倶

舎
論
』
の
「
約
」
と
同
様
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。

上
野
論
文
が
纂
疏
の
解
釈
と
の
密
接
な
連
関
を
証
し
た
宗
密
『
原
人
論
』
に
も
、
こ
う
し
た
「
約
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
（
傍
線
徳
盛
）。

若
約
此
原
身
、
身
元
是
空
。（
中
略
）
今
約
至
教
原
之
、
方
覚
本
来
是
仏
。

文
中
の
「
此
」
は
大
乗
破
相
教
、「
至
教
」
は
一
乗
顕
性
教
、「
之
」
は
身
を
指
す
。
大
乗
破
相
教
に
依
拠
し
て
身
の
本
質
を
追
求
す
る
な
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ら
ば
、
身
は
本
来
空
な
る
も
の
と
な
る
、
と
い
う
意
、
中
略
後
の
記
述
は
、
一
乗
顕
性
教
に
依
拠
し
て
身
を
探
求
す
れ
ば
、
自
ら
が
本
来
仏

で
あ
る
こ
と
を
覚
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
二
つ
の
「
約
」
は
と
も
に
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
で
身
の
本
質
の
追
求
を
可
能
に
し
た
も
の

を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
後
段
の
相
違
は
、
何
に
依
拠
す
る
か
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
も
の
が
異
な
る
こ
と
、『
原
人
論
』
の
趣
旨
を
ふ
ま
え

る
な
ら
、
そ
の
次
元
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

纂
疏
「
釈
神
」
に
戻
れ
ば
、
三
節
の
構
成
は
、
書
紀
「
神
代
」
の
「
神
」
を
説
明
す
る
た
め
、「
心
」「
気
」「
形
」
と
い
う
三
観
点
に
依

拠
し
、
三
つ
の
相
を
提
示
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
最
初
の
「
約
心
出
体
」
は
、「
心
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
本
体
と
し
て
の
「
神
」
を

導
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
の
「
約
気
明
名
」
は
、「
気
」
に
依
拠
し
「
神
」
の
名
を
明
ら
か
に
す
る
、
さ
ら
に
「
約
形
示
教
」
は
、

「
形
」
に
依
拠
し
て
「
神
」
の
教
え
る
と
こ
ろ
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。「
心
」「
気
」「
形
」、
ま
た
「
体
」「
名
」「
教
」、
い
ず
れ
の
三
者
も
、

『
原
人
論
』
と
同
様
に
、
同
じ
書
紀
「
神
代
」
を
、
そ
の
中
の
「
神
」
を
把
握
す
る
次
元
の
違
い
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
構
成
と
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
解
釈
は
何
を
つ
く
り
だ
し
た
か
、
以
下
、
検
証
す
る
。

五
、
形
象
と
し
て
の
神

―
「
約
形
示
教
」

書
紀
「
神
代
」
に
現
れ
る
神
々
と
そ
の
物
語
と
を
問
う
第
三
節
「
約
形
示
教
」
か
ら
み
よ
う
。

後
述
す
る
二
節
「
約
気
明
名
」
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
神
」
が
、
神
・
鬼
・
祇
と
い
う
三
種
の
類
名
な
い
し
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

こ
の
節
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
仏
教
説
の
「
鬼
趣
」「
竈
神
」、『
華
厳
経
』
浄
眼
品
の
神
々
、
書
紀
の
「
日
月
二
神
」「
天
地
山
川
風
火

草
木
等
神
」「
伊
奘
册
尊
」「
彦
火
出
見
尊
」「
素
戔
嗚
尊
」「
保
食
神
」
な
ど
、
個
別
の
神
々
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
兼
良
は
、
無
形
性
が
述
べ

ら
れ
る
儒
教
説
の
「
鬼
神
」
を
除
け
ば
、
各
説
に
お
い
て
名
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
「
神
」
に
形
象
性
を
み
と
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
神
々

を
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
示
教
」
と
は
、
そ
の
形

―
神
々
の
形
象
な
い
し
そ
の
神
々
の
活
動
の
あ
り
よ
う

―
の
意
味
を

教
え
の
提
示
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
い
う
。

こ
の
節
は
他
の
二
節
と
は
異
な
り
、
下
位
の
分
節
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
一
依
外
教
」「
二
依
内
教
」「
三
依
今
書
」
の
三
項
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
儒
教
説
、
仏
教
説
、「
今
書
」
す
な
わ
ち
書
紀
「
神
代
」
の
各
説
に
お
け
る
神
の
形
象
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
論

の
中
心
は
第
三
項
で
あ
っ
て
、
先
行
す
る
二
項
で
儒
教
説
、
仏
教
説
に
お
け
る
神
の
形
象
を
考
察
・
整
理
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て

書
紀
叙
述
に
お
け
る
神
々
の
形
象
が
検
証
さ
れ
る
。
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ま
ず
第
三
節
の
全
文
を
掲
出
す
る
。
下
位
分
類
の
三
項
を
そ
れ
ぞ
れ
内
容
の
ま
と
ま
り
に
即
し
て
私
に
分
節
、
行
替
え
し
、
分
節
ご
と
に

ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
付
し
た
。
引
用
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付
し
た
。

0
三
約
形
示
教
者
、
有
三
、一
依
外
教
、
二
依
内
教
、
三
依
今
書

1
初
依
外
教
、
所
謂
鬼
神
無
形
与
声
、
而
天
下
之
物
、
莫
非
鬼
神
之
所
為
者
、
故
中
庸
曰
「
体
物
而
不
可
遺
」、
先
儒
曰
、「
唯
妙
万

物
而
無
不
在
、
是
則
二
気
之
良
能
、
万
物
之
主
宰
者
也
」

2
以
其
在
人
者
言
、
則
易
大
伝
曰
「
精
気
為
物
、
遊
魂
為
変
」、
蓋
陰
陽
合
、
則
魂
凝
魄
聚
而
有
生
、
陰
陽
判
、
則
魂
升
為
神
魄
降
為

鬼
、
故
人
之
死
也
、
則
其
形
漸
尽
、
而
亦
唯
有
是
気
而
己
、
是
以
孝
子
祭
其
神
也
、
必
能
致
其
誠
心
、
則
彼
神
之
気
与
孝
子
之
気
相

接
而
有
享
其
祭
祀
、
謂
之
郊
則
天
神
格
、
廟
則
人
鬼
享
也
、
礼
有
事
於
天
地
鬼
神
、
則
七
日
戒
三
日
齋
、
欲
人
誠
其
意
、
潔
其
身
、

而
交
於
鬼
神
、
故
中
庸
曰
、「
使
天
下
人
、
齋
明
盛
服
、
以
承
祭
祀
、
洋
々
乎
、
如
在
其
上
、
如
在
其
左
右
」、
伝
曰
、「
苟
有
明
信
、

澗
谿
沼
沚
之
毛
、
可
薦
於
鬼
神
」、
蓋
世
教
之
所
宗
、
不
言
人
之
死
更
禀
是
形
、
而
唯
有
気
而
己
、
但
気
之
在
天
、
或
時
而
致
霊
者
、

故
子
産
曰
、「
鬼
有
所
帰
、
乃
不
為
厲
」
其
為
福
為
禍
、
皆
唯
気
之
所
為
耳

3
二
依
内
教
者
、
且
如
小
乗
説
、
則
有
情
業
力
、
成
此
器
界
、
衆
生
所
依
、
其
衆
生
者
、
亦
以
業
為
因
、
即
四
大
六
塵
為
縁
、
四
生

六
道
為
果
、
就
中
鬼
趣
有
多
端
、
或
依
樹
林
、
或
住
山
谷
、
或
居
霊
廟
、
或
処
空
宮
。
其
有
福
力
者
、
亦
無
苦
報
、
是
以
或
受
大
蟒

之
身
、
或
現
野
狐
之
形
、
出
生
入
死
、
不
免
流
転
、
皆
因
地
罪
福
、
不
精
所
致
也

4
又
如
大
乗
説
、
則
元
初
無
明
、
熏
習
真
心
、
成
染
縁
起
、
根
身
器
界
、
第
八
識
之
所
変
、
仏
曰
、「
我
今
此
身
、
地
水
火
風
、
四
大

和
合
。
四
大
各
離
、
今
者
妄
身
、
当
在
何
処
。
即
知
此
身
、
畢
竟
無
体
、
和
合
為
相
、
実
同
幻
化
、
四
縁
仮
合
、
妄
有
六
根
、
六
根

四
大
、
中
外
合
成
、
妄
有
縁
気
、
於
中
積
聚
、
似
有
縁
相
、
仮
名
為
心
、
此
虚
妄
心
、
若
無
六
塵
、
則
不
能
有
、
四
大
分
解
、
無
塵

可
得
、
於
中
縁
塵
、
亦
帰
散
滅
、
畢
竟
無
有
、
縁
心
可
見
」

5
昔
嵩
山
有
一
廟
、
極
霊
異
殿
上
惟
有
一
竈
、
絶
不
可
近
、
近
則
有
禍
、
由
是
遠
近
祈
祀
殆
無
虚
日
、
一
日
有
一
禅
師
、
至
廟
直
入
殿
中
、

以
柱
杖
撃
竈
三
下
曰
、「
汝
本
泥
土
合
成
、
聖
従
何
来
、
霊
従
何
起
、
乃
敢
恁
麼
享
宰
衆
生
」、
言
訖
又
打
三
下
、
竈
乃
応
手
破
堕
、

須
臾
有
一
青
衣
峩
冠
、
踊
出
向
師
、
拝
曰
「
某
実
此
廟
竈
神
、
久
受
業
報
、
今
蒙
禅
師
為
説
無
生
法
忍
、
已
得
脱
此
処
、
将
生
天
矣
、

敢
不
敬
謝
」、
師
曰
「
此
是
汝
本
有
之
性
、
非
吾
強
言
」、
神
復
再
拝
而
没
、
人
因
号
師
為
破
竈
堕
云
、
此
是
業
報
神
、
於
一
言
之
下

猶
能
悟
無
生
法
、
況
於
応
化
神
乎
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6
応
化
之
神
、
是
仏
菩
薩
、
応
衆
生
機
、
而
所
現
形
也
、
華
厳
経
浄
眼
品
列
名
中
、
所
説
諸
鬼
神
等
、
則
深
位
如
来
、
如
影
響
、
而

助
仏
化
儀
而
己
、
非
業
報
之
所
摂
矣

7
三
依
今
書
者
、
所
含
二
教
之
理
者
而
言
之
也

8
且
如
日
月
二
神
、
則
有
人
之
貌
、
而
身
帯
光
明
、
不
止
陰
陽
精
而
己
、
仏
経
所
謂
日
天
子
月
天
子
也
、
凡
天
地
山
川
風
火
草
木
等
神
、

各
物
其
徳
、
而
人
其
形
、
如
華
厳
浄
眼
品
所
説
者

9
又
人
死
也
、
則
其
形
滅
於
此
而
又
生
於
彼
、
故
伊
奘
册
尊
、
神
退
葬
諸
熊
野
有
馬
村
、
而
陽
神
入
黄
泉
、
相
見
猶
如
生
存
、
当
知

人
之
死
為
神
者
、
更
禀
形
、
不
止
気
而
己

10
凡
此
書
、
不
言
三
世
六
趣
等
名
、
然
而
子
細
看
来
、
全
同
浮
図
之
説
、
所
謂
高
天
原
、
則
為
天
趣
、
底
根
国
、
則
為
地
獄
、
彦
火
出

見
尊
入
龍
宮
、
則
為
畜
生
、
又
多
明
鳥
獣
之
名
、
素
戔
嗚
尊
与
日
神
相
闘
、
則
修
羅
之
類
也
、
醜
女
則
餓
鬼
、
人
則
可
知
矣
、
次
明

四
生
者
、
人
則
胎
生
、
鳥
則
卵
生
、
保
食
神
頂
生
牛
馬
則
是
湿
生
、
天
神
等
則
多
化
生
、
六
道
四
生
已
備
、
豈
亦
無
三
世
乎
。
説
天

地
開
闢
、
則
有
前
劫
可
見
、
謂
死
入
黄
泉
、
則
有
来
世
可
知
矣

11
又
素
戔
嗚
尊
犯
八
罪
、
月
夜
見
神
殺
保
食
等
、
率
皆
不
善
之
行
、
人
道
猶
悪
之
而
神
道
有
如
此
事
者
、
正
明
善
悪
不
二
、
邪
正
一
如

之
理
也
、
譬
猶
混
沌
之
気
、
不
分
純
雑
、
明
鑑
之
像
、
不
撰
妍

矣
、
又
謂
悪
気
暴
神
、
損
害
民
物
者
、
為
戒
人
也
、
且
夫
迅
雷
烈

風
、
是
天
之
怒
、
大
旱
洪
水
、
是
天
之
孽
、
蒼
々
之
無
心
、
或
怒
、
或
孼
、
各
出
自
然
、
而
不
知
誰
為
者
、
極
而
言
之
、
則
或
係
政

之
治
乱
、
或
開
運
之
盛
衰
、
人
自
感
焉
耳

12
故
伝
曰
、「
禍
福
無
門
、
唯
人
自
招
」、
尚
書
洪
範
第
八
疇
「
明
休
徴
咎
徴
」、
而
休
徴
正
義
言
「
美
行
致
以
時
之
験
、
曰
人
君
行
敬
、

則
雨
以
時
順
之
、
人
君
政
治
則
暘
以
時
而
順
之
、
人
君
哲
則
燠
以
時
而
順
之
、
人
君
謨
当
則
寒
以
時
順
之
、
人
君
通
聖
則
風
以
時
而

順
之
」、
咎
徴
正
義
言
、「
悪
行
致
備
極
之
験
曰
、
君
行
狂
妄
則
常
雨
順
之
、
君
行
僭
差
則
常
暘
順
之
、
君
行
逸
予
則
常
煖
順
之
、
君

行
急
燥
則
常
寒
順
之
、
君
行
蒙
暗
則
常
風
順
之
」、
周
易
坤
卦
文
言
曰
、「
積
善
之
家
有
余
慶
、
積
不
善
之
家
有
殃
」、
書
太
甲
曰
、「
天

作
孽
猶
可
違
、
自
作
孽
不
可
活
」、
然
則
人
之
有
灾
、
要
当
自
省
、
其
可
但
帰
悪
於
天
乎
、
大
抵
悪
自
人
為
、
天
因
灾
之
、
非
天
之
悪
、

而
人
心
自
悪
耳
、
進
雄
尊
勇
悍
安
忍
、
使
百
姓
夭
折
者
、
豈
可
帰
悪
於
進
雄
歟
、
百
姓
自
悪
而
招
此
灾
者
也
（
十
六
―
十
九
）

こ
の
節
の
中
心
で
あ
る
第
三
項
の
「
依
今
書
」
に
沿
っ
て
み
て
い
こ
う
。

7
は
、
こ
こ
で
は
書
紀
叙
述
が
、「
二
教
之
理
」、
す
な
わ
ち
儒
教
説
、
仏
教
説
の
理
を
含
む
こ
と
を
述
べ
る
と
す
る
。
二
教
説
と
の
符
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二
二 

第
五
段
一
書
六
に
お
け

る
イ
ザ
ナ
キ
の
死
を
め
ぐ
る
本

文
注
解
で
は
、
そ
の
趣
旨
を
明

確
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。如

外
書
説
、
則
不
言
人
死
而

更
禀
此
形
、
其
為
神
者
、
猶

気
而
已
、（
・
・
・
）
故
拠

仏
教
、
可
証
今
書
、
黄
泉
則

地
獄
、
伊
弉
册
尊
死
、
而
葬

其
屍
於
熊
野
有
馬
村
、
然
後

陽
神
入
泉
、
相
與
晤
語
、
蓋

其
為
化
生
明
矣
。（
六
三
）

儒
教
説
（「
外
書
説
」）
に
、

死
後
、
あ
ら
た
に
形
を
も
つ
例

は
な
い
と
し
、
代
わ
っ
て
「
仏

教
説
に
拠
り
て
今
書
を
証
す
べ

し
」
と
、
仏
教
説
に
よ
る
書
紀

叙
述
の
正
し
さ
の
保
障
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

合
と
い
わ
ず
、
二
教
の
理
を
含
む
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
先
に
み
た
「
莫
不
符
合
三
教
之
理
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
と
同
様
で
あ
っ
て
、
注
目

さ
れ
る
。

実
際
、
8
で
は
、
書
紀
「
神
代
」
で
語
ら
れ
る
日
・
月
二
神
が
人
の
形
を
し
て
身
に
光
を
帯
び
る
存
在
で
あ
り
、
仏
教
説
の
日
天
子
・
月

天
子
と
照
応
す
る
こ
と
、
同
じ
く
書
紀
の
「
天
地
山
川
風
火
草
木
等
」
の
神
々
は
各
々
働
き
を
も
ち
人
の
形
を
し
て
い
て
、『
華
厳
経
』
世

間
浄
眼
品
の
神
々
の
よ
う
な
存
在
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

次
の
9
で
は
、書
紀「
神
代
」に
お
け
る
人
の
死
、具
体
的
に
は
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は
、2
の
儒
教
説
が
、人
の
死
を
、

形
の
消
滅
と
陰
陽
二
気
へ
の
分
離
、
気
と
し
て
の
鬼
・
神
の
出
現
と
解
す
る
こ
と
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
兼
良
は
、
イ
ザ
ナ
キ

が
黄
泉
で
イ
ザ
ナ
ミ
に
相
見
え
た
こ
と
（
第
五
段
一
書
六
）
を
挙
げ
、
書
紀
「
神
代
」
に
お
け
る
死
は
、
別
の
世
界
で
新
た
な
形
を
禀
け
る

こ
と
で
あ
り
、
儒
教
説
の
よ
う
に
気
の
み
の
存
在
に
な
る
の
で
は
な
い
と
す
る
。
書
紀
「
神
代
」
に
お
け
る
死
は
、
儒
教
説
の
よ
う
な
、
形

あ
る
も
の
（
人
）
か
ら
形
な
き
も
の
（
鬼
・
神
）
へ
の
転
換
で
は
な
く
、
形
の
転
換
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
く
10
の
、
仏
教
説
に
い
う
「
三

世
六
道
四
生
」
と
い
う
時
間
・
存
在
・
発
生
の
各
形
態
の
い
ず
れ
も
が
書
紀
「
神
代
」
に
対
応
物
を
見
出
せ
る
と
い
う
指
摘
は
唐
突
に
み
え

る
が
、
書
紀
に
お
け
る
形
の
転
換
と
し
て
の
死
が
、
上
記
の
よ
う
に
儒
教
説
と
は
齟
齬
す
る
も
の
の
、
多
様
な
形
象
の
可
能
性
を
示
す
仏
教

説
に
よ
っ
て
な
お
保
障
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
る
な
ら
ば
、
納
得
で
き
る
叙
述
の
流
れ
で
あ
ろ
う
二
二 

。

こ
の
よ
う
に
、
儒
教
説
と
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
纂
疏
に
お
け
る
合
致
の
検
証
は
三
教
説
す
べ
て
と
の
合
致
の
証
明
を
め

ざ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
仏
教
説
と
の
連
関
の
指
摘
は
、
両
説
の
一
致
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
説
間
の
物
語
的
な
相
違
を

背
景
と
し
な
が
ら
そ
の
照
応
を
た
し
か
め
る
も
の
だ
。
た
と
え
ば
、
8
で
指
摘
さ
れ
た
『
華
厳
経
』
世
間
浄
眼
品
の
日
天
子
・
月
天
子
と

書
紀
の
日
神
・
月
神
と
の
照
応
は
、
名
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
近
似
に
立
脚
し
た
照
応
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
神
々
の
も
つ
、
そ
れ
以
外
の
物

語
的
特
性

―
『
華
厳
経
』
世
間
浄
眼
品
と
書
紀
「
神
代
」
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
上
の
位
置
づ
け
や
他
神
と
の
関
係
な
ど

―
は
問
わ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
神
の
形
象
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て
、
先
述
の
と
お
り
10
で
「
此
書
、
不
言
三
世
六
趣
等
名
、
然
而
子
細
看
来
、
全
同
浮
図
之
説
」

と
し
て
仏
教
説
と
の
類
比
を
い
う
が
、
た
と
え
ば
「
六
趣
」
に
つ
い
て
、「
高
天
原
」
＝
「
天
趣
」、「
底
根
国
」
＝
「
地
獄
」
等
と
す
る
も

の
の
、
書
紀
「
神
代
」、
仏
教
説
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
示
す
諸
界
間
の
関
係
や
移
動
の
あ
り
よ
う
な
ど
は
問
題
に
し
て
い
な
い
。「
六
趣
」
と

書
紀
「
神
代
」
の
世
界
像
の
比
較
は
、
む
し
ろ
各
々
の
物
語
が
重
な
り
合
わ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
書
紀
「
神
代
」
が
仏
教
説
に
収
斂
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
並
立
し
う
る
共
通
性
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
確
認
の

あ
り
よ
う
は
、
教
説
そ
の
も
の
の
符
合
の
確
認
と
は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
書
紀
「
神
代
」
の
諸
形
象
を
、
仏
教
世

界
に
お
け
る
形
象
と
の
類
比
で
理
解
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
両
者
を
こ
の
よ
う
に
類
比
し
う
る
と
い
う
こ
と
が
、
他
教
説
（
こ
こ
で
は
仏
教
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説
）
の
「
理
を
含
む
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
て
、「
約
形
示
教
」
は
、
10
で
、
仏
教
説
の
「
三
世
六
道
四
生
」
と
の
照
応
を
、
書
紀
「
神
代
」
の
形
象
全
体
の
確
証
と
し
た
上
で
、

11
以
降
の
後
半
に
入
る
。

後
半
で
は
、
書
紀
「
神
代
」
の
物
語
が
、
形
象
と
し
て
の
神
々
の
活
動
の
意
味
、
教
え
を
示
す
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見

解
は
、「
依
外
教
」「
依
内
教
」
で
確
か
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
（
儒
教
説
で
は
、
気
と
し
て
の
鬼
神
）
の
形
態
や
行
為
に
人
間
へ
の
教
化
教

誡
を
み
る
儒
教
説
（
2
）、
仏
教
説
（
5
、
6
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
書
紀
「
神
代
」
の
神
々
の
行
動
に
、
二
教
説
と
同
様
の
「
示
教
」
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、二
教
に
よ
る
確
証
を
み
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
11
で
は
、書
紀「
神
代
」で
描
か
れ
る
ス
サ
ノ
ヲ
が
犯
す「
八

罪
」（
本
文
注
解
第
五
段
本
書
「
此
神
凡
有
八
天
罪
・
・
・
合
性
修
悪
曰
八
罪
也
」（
五
二
））、
ツ
ク
ヨ
ミ
に
よ
る
ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ
殺
し
と

い
っ
た
行
為
の
意
義
を
、
仏
教
説
の
「
善
悪
不
二
、
邪
正
一
如
」
と
い
う
教
え
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
。
続
い
て
書
紀
の
「
悪
気
暴
神
」二
三
が

人
民
に
損
害
を
も
た
ら
す
事
象
に
つ
い
て
は
、
人
の
営
為
と
禍
福
、
自
然
現
象
と
の
相
関
を
説
く
『
春
秋
左
氏
伝
』『
書
経
』『
周
易
』
を
引

き
、
そ
う
し
た
経
典
と
共
有
さ
れ
る
人
間
へ
の
戒
め
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
示
教
」
一
致
の
検
証
も
、
前
半
の
神
々
の
形
象
や
諸
態
の
比
較
と
同
じ
く
、
各
物
語
が
示
す
教
え
の
共
有
の
確
認
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
差
違
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
11
で
「
明
善
悪
不
二
、邪
正
一
如
之
理

0

0

」（
傍
点
徳
盛
）
と
さ
れ
て
い
る
の
が
示
唆
的
だ
。

前
半
部
同
様
、
7
で
述
べ
た
書
紀
「
神
代
」
が
二
教
説
の
「
理
を
含
む
」
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、「
約
形
示
教
」
で
は
、
書
紀
「
神
代
」
に
語
ら
れ
る
神
々
を
形
象
と
捉
え
、
そ
の
観
点
か
ら
の
検
証
を
通
じ
て
、
書
紀
「
神
代
」

が
仏
教
説
と
は
全
面
的
に
、
儒
教
説
と
も
一
部
理
を
共
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
く
り
か
え
せ
ば
、
そ
れ
は
、
書
紀
「
神
代
」

の
物
語
を
儒
教
説
、
仏
教
説
と
習
合
・
同
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
書
紀
の
神
々
と
そ
の
物
語
を
、
儒
教
説
、
仏
教
説
と
の
類
比
に
よ
っ
て

理
解
し
、
同
時
に
そ
の
正
当
さ
を
た
し
か
め
る
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
態
度
は
本
節
に
限
ら
ず
、
本
文
注
解
で
も
貫
か
れ
て
、
纂
疏
の
解
釈
の
特
質
を
な
し
て
い
る
。
問
題
的
な
例
を
た
し
か
め
て
お

こ
う
。

本
節
「
約
形
示
教
」
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
仏
教
説
の
日
天
子
・
月
天
子
と
書
紀
の
日
神
・
月
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
者
の
照
応

は
指
摘
す
る
が
、
そ
こ
に
習
合
の
関
係
は
み
て
い
な
い
。
ま
た
、
書
紀
「
神
代
」
の
諸
事
態
と
「
六
道
」
と
の
照
応
の
一
環
と
し
て
、
ス
サ

ノ
ヲ
と
阿
修
羅
と
の
照
応
を
指
摘
し
て
い
る
く
だ
り
も
、「
素
戔
嗚
尊
、
与
日
神
相
闘
、
則
修
羅
之
類

0

0

也
」（
傍
点
徳
盛
）
と
し
、
同
じ
く
類

比
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
関
係
が
、
本
文
注
解
で
ど
う
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
よ
う
。

ま
ず
第
五
段
本
書
の
日
神
・
月
神
出
現
の
注
釈
を
み
る
。
本
文
解
釈
に
先
行
し
て
な
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
準
備
的
な
考
察
の
う
ち
、
最
初

二
三 

清
原
宣
賢
筆
写
本
で
は

「
悪
気
日
恭
神
」
と
あ
る
が
、

蓬
左
文
庫
本
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
兼
永
筆
写
本
に
よ
っ
て
改

め
た
。
な
お
兼
永
筆
写
本
（
写

真
版
）
の
参
照
は
金
沢
英
之
氏

の
ご
厚
意
に
よ
る
。
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の
二
つ
に
注
目
す
る
（「
生
日
月
」
四
九
）。

最
初
の
「
初
明
神
人
生
日
月
」
で
は
、『
山
海
経
』
の
義
和
説
話
と
『
三
五
暦
紀
』
の
盤
古
説
話
を
引
く
。
義
和
（
羲
和
）
と
い
う
女
が

十
の
日
を
産
ん
だ
、
ま
た
盤
古
な
る
巨
人
の
目
が
日
・
月
と
な
っ
た
、
と
す
る
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
書
紀
叙
述
と
の
直
接
の
照
応
を
示
す
目

的
で
引
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
説
話
を
日
・
月
の
出
現
の
物
語
と
認
め
る
、
す
な
わ
ち
、
女
に
せ
よ
巨
人
に
せ
よ
、
人
が
日
・
月
を
創

出
し
た
こ
と
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
書
紀
の
ご
と
く
は
か
り
し
れ
な
い
神
々
が
日
・
月
を
生
み
出
す
こ
と
は
当
然
あ
り
え
て
よ
い
（「
況
於

不
測
之
神
乎
」）
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
の「
二
顕
日
月
照
四
洲
」で
は
、『
倶
舎
論
』に
基
づ
く
元
代
の
発
合
思
巴『
彰
所
知
論
』か
ら
、「
成
劫
之
始
」に
お
け
る
日
・
月
の
出
現
、

日
輪
・
月
輪
に
住
ま
う
日
天
子
・
月
天
子
の
叙
述
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
紀
に
お
け
る
、
出
現
し
た
日
神
の
「
光
華
明
彩
、
照
徹
於

六
合
之
内
」、
月
神
の
「
其
光
彩
亜
日
」
と
い
う
表
現
と
の
類
似
を
示
し
、
世
界
を
照
ら
す
具
体
的
な
あ
り
よ
う
の
、
仏
教
説
と
書
紀
叙
述

と
の
合
致
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
神
月
神
の
出
現
に
つ
い
て
は
『
山
海
経
』『
三
五
暦
紀
』、
二
神
の
様
態
に
つ
い
て
は
仏
教
説
と
、「
外
教
」「
内
教
」

に
分
け
た
検
証
が
な
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
点
か
ら
も
書
紀
の
二
神
を
、
二
教
説
い
ず
れ
か
へ
習
合
・
一
元
化
さ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

習
合
を
考
慮
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
阿
修
羅
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
七
段
本
書
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
窟
に
幽

居
す
る
場
面
で
の
注
解
は
、
問
題
的
に
み
え
る
（
八
六
―
八
七
）。
こ
こ
で
兼
良
は
、
唐
代
の
窺
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
に
拠
っ
て
、（
A
）

阿
修
羅
王
と
の
戦
の
中
で
日
・
月
天
子
の
光
が
王
の
目
を
射
し
、（
B
）
阿
修
羅
王
が
日
・
月
天
子
を
手
で
掴
み
、
そ
の
光
を
遮
っ
た
と
い

う
説
話
を
引
用
す
る
。
書
紀
叙
述
の
（
a
）
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ス
サ
ノ
ヲ
と
戦
う
態
勢
を
と
り
弓
矢
を
執
っ
た
こ
と
、（
b
）
ア
マ
テ
ラ
ス
が

天
窟
に
入
り
、
六
合
が
闇
と
化
し
た
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
て
、（
A
）（
a
）、（
B
）（
b
）
の
符
合
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
「
進

雄
無
端
正
之
化
神
與
」（
ス
サ
ノ
ヲ
は
阿
修
羅
の
化
神
か
）
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
こ
の
言
は
、
両
者
の
関
係
を
仏
教
説
に
収
斂
す
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
言
も
、
当
該
場
面
の
注
解
全
体
を
見
わ
た
す
な
ら
ば
、
仏
教
説
へ
の
収
斂
と
は
異
な
る
指
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
解
の
冒
頭
、
兼
良
は
、
日
神
が
幽
居
す
る
こ
の
場
面
を
、
皆
既
日
食
の
現
象
と
解
し
（「
日
神
閉
居
、
則
謂
今
世
之
日
食
皆
既
也
」）、
歴

法
を
参
照
し
つ
つ
、
天
を
周
行
す
る
日
月
相
互
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
る
現
象
、
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
上
記
の
仏
教
説
と
は
ま
っ
た

く
異
質
な
説
明
で
あ
る
。
こ
の
説
明
に
は（
A
）（
a
）に
対
応
す
る
要
素
が
な
い
。
ま
た
右
記（
A
）（
a
）、（
B
）（
b
）の
符
合
は
、（
A
）（
B
）

に
お
け
る
月
天
子
を
捨
象
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
月
が
日
を
遮
る
日
食
に
よ
る
説
明
と
の
対
応
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
月
の
関
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与
に
か
か
わ
る
三
つ
の
説
の
間
の
齟
齬
も
浮
上
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

結
局
、
こ
こ
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、（
ア
）
ス
サ
ノ
ヲ
の
乱
行
を
契
機
と
し
た
ア
マ
テ
ラ
ス
の
閉
居
、（
イ
）
日
月
の
周
期
に
起
因

す
る
皆
既
日
食
、（
ウ
）
阿
修
羅
王
に
よ
る
日
天
子
の
捕
捉
、
以
上
の
三
者
が
同
様
の
事
象
の
説
明
と
し
て
相
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。（
ア
）

（
ウ
）
の
ス
サ
ノ
ヲ
と
阿
修
羅
王
の
二
者
関
係
で
は
な
く
、（
イ
）
を
加
え
た
三
者
関
係
で
み
た
場
合
、
仏
教
説
に
収
斂
す
る
方
向

―
（
ウ
）

を
本
体
と
し
、（
ア
）
の
み
な
ら
ず
（
イ
）
も
そ
の
表
象
と
し
て
解
す
る
方
向

―
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

纂
疏
の
注
解
に
お
い
て
（
ア
）（
イ
）（
ウ
）
三
者
は
同
一
の
形
象
の
次
元
に
お
か
れ
、
そ
の
次
元
で
比
較
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
見

れ
ば
、
各
言
説
は
固
有
の
形
象
を
示
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
他
者
（
ス
サ
ノ
ヲ
、
月
、
阿
修
羅
王
）
の
干
渉
に
よ
っ
て
日
の
光
が
一
時
的
に

妨
げ
ら
れ
た
現
象
を
表
す
点
で
共
通
す
る
。
こ
こ
に
書
紀
叙
述
が
「
理
を
含
む
」
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
。「
進
雄
無
端
正
之
化
神
與
」（
ス

サ
ノ
ヲ
は
阿
修
羅
の
化
神
か
）
と
い
う
言
は
、
書
紀
「
神
代
」
と
仏
教
説
と
の
密
接
な
合
致
の
推
察
だ
が
、
そ
れ
も
形
象
的
な
次
元
に
立
っ

て
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
化
神
」
と
い
う
表
現
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
し
て
阿
修
羅
王
が
本
体
で
あ
る
こ
と
の
謂

い
で
は
な
く
、
そ
の
形
象
的
な
先
行
性
な
い
し
普
遍
性
を
指
す
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
前
掲
の
「
約
形
示
教
」
中
の
「
素
戔
嗚
尊
、
与
日
神

相
闘
、
則
修
羅
之
類

0

0

也
」
と
整
合
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
釈
神
」
で
示
さ
れ
る
、
書
紀
「
神
代
」
の
神
々
と
仏
教
説
の
神
々
と
を
同
じ
形
象
の
次
元
で
と
ら
え
る
態
度
は
、
纂

疏
の
注
釈
全
体
に
一
貫
し
、
習
合
に
収
斂
し
な
い
両
者
の
類
比
を
可
能
に
し
、
仏
教
説
に
よ
る
書
紀
叙
述
の
理
解
と
そ
の
正
当
さ
の
保
障
を

可
能
に
し
て
い
る
。

六
、
気
の
運
動
に
内
在
す
る
神

―
「
約
気
明
名
」

「
約
形
示
教
」
が
、
書
紀
「
神
代
」
に
あ
ら
わ
れ
た
神
の
形
象
を
問
う
と
す
れ
ば
、
本
節
は
、「
神
代
」
の
形
象
全
体
を
成
り
立
た
せ
て
い

る
気
の
運
動
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神
」
と
い
う
語
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
ぜ
「
気
」
を
観
点
と
す
る
こ
と
が
「
神
」
の
語
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
。
こ
こ
に
は
、
書
紀
「
神
代
」
の
叙
述
に
陰

陽
論
的
な
運
動
を
内
在
し
た
世
界
観
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
、
儒
教
説
、
と
り
わ
け
宋
学
に
お
い
て
神
概
念
は
気
の
運
動
に
よ
っ
て
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
者
に
接
点
を
見
出
し
、
書
紀
解
釈
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
兼
良
の
態
度
が
あ
る
。

ま
ず
全
文
を
掲
げ
る
。
全
体
を
六
つ
の
段
落
に
分
け
、
1
か
ら
6
ま
で
の
数
字
を
付
す
。
文
中
、
引
用
が
明
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
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二
四 

吉
森
佳
奈
子「
日
本
紀
」

に
よ
る
注
―
『
河
海
抄
』
と
契

沖
・
真
淵
」（『
中
古
文
学
』
第

七
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）
に

指
摘
が
あ
る
。

カ
ギ
カ
ッ
コ
を
私
に
付
し
た
。
な
お
本
節
に
は
、
先
述
の
と
お
り
、
字
義
説
明
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
纂
疏
で
は
字
義
説
明
の
際
、
元

の
熊
忠
撰
『
古
今
韻
会
挙
要
』（
以
下
『
挙
要
』
と
略
記
す
る
）
が
、
訓
詁
の
集
成
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
二
四
。
本
節
で
も
そ
れ
と

示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
同
書
か
ら
の
引
用
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
同
じ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
と
あ
わ
せ
、
そ
の

活
用
の
検
討
を
通
じ
て
解
説
の
特
質
を
考
え
た
い
。『
挙
要
』
の
「
神
」
の
項
目
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
記
述
に
は
実
線
を
、『
中
庸
章
句
』

第
十
五
章
か
ら
の
引
用
と
見
な
さ
れ
る
記
述
に
は
点
線
を
傍
ら
に
引
い
た
。

1
二
約
気
明
名
者
、
混
沌
一
気
、
分
而
為
二
、
峙
而
為
三
、
所
謂
軽
清
者
為
天
、
重
濁
者
為
地
、
冲
和
者
為
人
、
此
三
者
莫
不
各
具

陰
陽
而
其
気
之
変
、
神
理
亦
随
焉
、
則
在
天
者
為
天
之
神
、
在
地
者
為
地
之
神
、
在
人
者
為
人
之
神
、
周
礼
曰
、「
祀
大
神
、
享
大
鬼
、

祭
大
祇
」、
鄭
玄
注
曰
、「
大
神
者
天
也
、
大
鬼
者
人
也
、
大
祇
者
地
也
」、
孔
安
国
孝
経
伝
曰
、「
天
精
曰
神
、
地
爽
曰
祇
」

2
又
説
文
曰
、「
神
字
从
示
申
」、
徐
曰
、「
申
即
引
也
、
陰
陽
二
気
引
出
万
物
、
故
曰
神
」、
周
易
大
伝
曰
、「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」

3
程
子
曰
、「
鬼
神
天
地
之
功
用
、
而
造
化
之
迹
也
」、
張
横
渠
曰
、「
鬼
神
者
二
気
之
良
能
也
」、
朱
晦
庵
曰
、「
以
二
気
言
、
則
鬼
者

陰
之
霊
也
、
神
者
陽
之
霊
也
、
以
一
気
言
、
則
至
而
伸
者
為
神
、
反
而
帰
者
為
鬼
、
其
実
一
物
而
己
」。
又
史
記
註
云
、「
陽
魂
為
神
、

陰
魄
為
鬼
」

4
或
統
陰
陽
而
謂
之
神
、
或
分
陰
陽
而
謂
之
鬼
神
、
或
配
三
才
而
謂
之
神
祇
鬼
、
其
実
一
気
之
精
霊
耳

5
鄭
康
成
曰
、「
木
神
則
仁
、
金
神
則
義
、
火
神
則
礼
、
水
神
則
智
、
土
神
則
信
」、
蓋
二
気
変
而
又
変
、
為
五
行
之
神
、
兼
説
其
徳

也
6
此
書
題
目
、
専
標
神
字
者
、
明
陰
陽
変
化
不
測
之
理
而
己
、
但
今
書
之
篇
、
以
神
祇
相
対
而
言
、
此
書
出
大
山
祇
之
名
、
又
泉
守
道
者
、

則
説
者
云
、
謂
黄
泉
之
鬼
也
、
又
曰
用
桃
避
鬼
、
如
此
則
亦
非
不
言
祇
鬼
矣
。（
一
五
―
六
）

1
の
前
半
部
と
書
紀
第
一
段
本
書
の
前
半
部
と
を
並
置
し
て
み
る
。

﹇
1
﹈
混
沌
一
気
、
分
而
為
二
、
峙
而
為
三
、
所
謂
軽
清
者
為
天
、
重
濁
者
為
地
、
冲
和
者
為
人
、

﹇
書
紀
﹈
古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
、
及
其
清
陽
者
、
薄
靡
而
為
天
、
重
濁
者
、
淹
滞
而
為
地
、
精
妙

之
合
摶
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
、
故
天
先
成
而
地
後
定
、
然
後
、
神
聖
生
其
中
焉
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1
の
「
冲
和
者
為
人
」
ま
で
の
記
述
は
、「
混
沌
一
気
」
が
分
化
し
、
天
・
地
・
人
の
三
才
が
成
立
す
る
と
い
う
陰
陽
論
的
な
世
界
生
成

の
過
程
を
、
端
的
に
示
し
て
い
る
。、
書
紀
第
一
段
本
書
の
叙
述
と
比
較
す
る
な
ら
、
簡
素
な
、
図
式
化
さ
れ
た
記
述
な
が
ら
、
書
紀
叙
述

の
依
拠
す
る
原
理
を
と
ら
え
て
い
る
と
い
え
る
。
兼
良
は
本
文
注
解
で
も
こ
の
冒
頭
部
を
「
三
才
開
始
」
と
名
づ
け
て
い
て
、1
の
叙
述
が
、

書
紀
冒
頭
部
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
節
の
「
約
気
」、
す
な
わ
ち
「
気
」
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
は
、
1
の
把
握
に
た
っ
て
、
書
紀
「
神
代
」
の
叙
述
に
内
在
す
る
、
気

の
陰
陽
論
的
な
運
動
の
あ
り
よ
う
を
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
観
点
は
二
つ
の
特
質
を
も
つ
。
一
つ
は
、
こ
の
観
点
に
立
つ
時
、「
約
形
示
教
」
で
考
察
し
た
個
別
の
神
々
は
三
才
の
中
の
人
の
範

疇
に
ふ
く
ま
れ
、
こ
こ
で
は
直
接
問
わ
れ
ず
、
代
わ
っ
て
問
わ
れ
る
の
は
、
気
の
運
動
全
体
と
か
か
わ
る
「
神
」
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

も
う
一
つ
は
、
気
の
観
点
か
ら
神
を
捉
え
る
こ
と
が
、
気
の
運
動
と
神
（
鬼
神
）
と
の
連
関
を
問
う
て
き
た
儒
教
の
諸
説
と
整
合
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

1
の
後
半
で
は
、
三
才
各
々
が
と
も
な
う
神
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
（「
神
理
」
は
そ
の
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
る
概
念
だ
が
、
第
一
節
で

導
出
さ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
後
述
す
る
）。「
周
礼
曰
」
以
降
、
三
種
の
神
の
名
（
神
・
祇
・
鬼
）
と
各
々
の
三
才
へ
の
配
置
を
証
す
る
記
述

と
し
て
、『
周
礼
』
春
官
宗
伯
と
鄭
玄
注
二
五
、
さ
ら
に
神
・
祇
に
つ
い
て
孔
安
国
孝
経
伝
を
引
く
。
続
く
2
で
は
、『
挙
要
』「
神
」
の
説
明
、

3
で
は
、
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
の
鬼
・
神
の
定
義
を
引
い
た
上
で
、
1
か
ら
3
ま
で
の
説
明
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
の
が
4
で
あ
る
。
統
合

し
た
陰
陽
二
気
に
存
す
る
精
霊
と
し
て
の
神
（
2
に
対
応
）、
分
化
し
た
陰
陽
二
気
そ
れ
ぞ
れ
に
存
す
る
精
霊
と
し
て
の
鬼
と
神
（
3
に
対

応
）、
さ
ら
に
二
気
が
分
化
な
い
し
中
和
し
た
天
・
地
・
人
三
才
そ
れ
ぞ
れ
に
存
す
る
精
霊
と
し
て
の
神
・
祇
・
鬼
（
1
に
対
応
）、
と
三

通
り
の
語
義
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
陰
陽
二
気
に
よ
る
一
貫
し
た
説
明
を
与
え
て
い
る
。
4
の
総
括
に
続
く
5
で
は
、『
中
庸
』
冒
頭
部

の
鄭
玄
注
に
お
け
る
、「
木
神
」「
金
神
」「
火
神
」「
水
神
」「
土
神
」
の
五
者
と
し
て
表
さ
れ
た
神
、「
五
行
之
神
」
の
例
を
引
く
が
、
こ
れ

も
「
二
気
変
而
又
変
」、
す
な
わ
ち
、
二
気
に
よ
る
神
の
説
明
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
て
い
て
、
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
。

以
上
の
「
神
」
解
釈
の
あ
り
よ
う
を
、
本
節
で
の
『
挙
要
』
の
引
用
の
仕
方
を
通
じ
て
、
よ
り
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
比
較
の
た
め
に

『
挙
要
』「
神
」
の
項
を
次
に
掲
げ
る
二
六 

。
た
だ
し
冒
頭
の
音
韻
の
説
明
、
直
接
か
か
わ
ら
な
い
と
判
断
で
き
る
末
尾
の
記
述
は
略
し
、
傍

線
を
付
し
た
。

（
前
略
）
説
文
、
天
神
引
出
万
物
从
示
申
。
徐
曰
、
申
即
引
也
。
天
主
降
気
以
感
万
物
、
故
言
引
出
万
物
也
。
広
韻
、
霊
也
。
易
、
陰

陽
不
測
之
謂
神
。
注
、
神
者
変
化
之
極
、
妙
万
物
以
為
言
不
可
以
形
詰
。
孟
子
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
。
史
五
帝
紀
注
、
鬼
之
霊
者
。

二
五 

た
だ
し
、
十
三
経
注
疏

本
『
周
礼
注
疏
』
鄭
玄
注
に
は

「
大
神
祇
謂
天
地
」（
天
官
冢
宰
）

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

二
六 

『
古
今
韻
会
挙
要
』（
市

立
米
沢
図
書
館
蔵
足
利
学
校
蔵

版
本
、
応
永
五
年
刊
）、
同
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
よ
る
閲
覧
。
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二
七 

こ
の
叙
述
（「
陽
魂
為

神
、
陰
魄
為
鬼
」）
は
、『
纂

疏
』
の
引
用
箇
所
で
は
「
史
記

註
」
と
さ
れ
る
が
、
正
し
く
な

い
。『
挙
要
』「
神
」
の
項
で
、

こ
の
説
明
が
『
史
記
』
五
帝
紀

注
か
ら
の
引
用
に
続
け
て
記
載

さ
れ
て
い
た
た
め
の
誤
認
で
あ

ろ
う
。『
纂
疏
』
の
こ
の
引
用

が
『
挙
要
』
に
依
拠
す
る
こ
と

の
傍
証
と
な
ろ
う
。

又
陽
魂
為
神
、
陰
魄
為
鬼
。
気
之
伸
者
為
神
、
屈
者
為
鬼
。
又
漢
書
三
神
注
如
淳
曰
、
地
祇
、
天
神
、
山
嶽
。（
後
略
）

前
半
（「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
ま
で
）
の
実
線
部
は
、
2
の
記
述

―
4
の
総
括
で
い
え
ば
、
統
合
し
た
陰
陽
二
気
に
存
す
る
も
の
と
し

て
神
を
と
ら
え
る
説
明

―
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
後
半
の
、
鬼
・
神
と
陰
陽
と
の
関
係
を
説
く
実
線
部
「
陽
魂
為
神
、
陰
魄
為
鬼
」
は
、

鬼
・
神
を
陽
・
陰
二
気
そ
れ
ぞ
れ
に
存
す
る
も
の
と
し
て
解
す
る
3
に
配
さ
れ
て
い
る
二
七
。
続
く
二
重
線
部
「
気
之
伸
者
為
神
、
屈
者
為

鬼
」
は
、
鬼
・
神
を
説
明
す
る
3
に
直
接
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
同
様
に
鬼
・
神
と
気
の
関
係
を
示
す
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記

述
が
引
用
さ
れ
な
い
の
は
、
3
に
引
か
れ
て
い
る
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
の
類
似
の
説
（「
以
一
気
言
、
則
至
而
伸
者
為
神
、
反
而
帰
者
為
鬼
」）

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
点
線
部
「
孟
子
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
」
も
引
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
兼
良
が
、

こ
の
『
孟
子
』
の
説
明
を
、「
釈
神
」
で
問
う
存
在
者
と
し
て
の
神
で
は
な
く
、
形
容
詞
「
神
」
の
説
明
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
事
実
、

こ
の
一
節
は
、
書
紀
第
一
段
本
書
「
神
聖
生
其
中
」
の
「
神
聖
」
を
人
と
解
す
る
解
釈
に
援
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
約
気
明
名
」
に
お
け
る
『
挙
要
』
の
引
用
は
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
整
理
に
は
改
変
を
も
辞
さ
な
い
積
極
的
な

面
が
あ
っ
た
。『
挙
要
』
が
引
く
『
説
文
解
字
』
と
徐
鍇
注
に
つ
い
て
、「
約
気
明
名
」
2
で
の
引
用
に
際
し
、
明
確
な
改
変
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

『
挙
要
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
説
文
解
字
』
で
は
、「
天
神
引
出
万
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
神
」
と
い
う
文
字
の
成
り
立
ち
か
ら
「
引
出
万
物
」

と
い
う
営
み
を
み
て
と
り
、
神
（「
天
神
」）
を
、
万
物
を
引
き
出
す
そ
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
さ
ら
に
続
く
徐
鍇
注
は
、
こ
の

「
天
神
引
出
万
物
」
に
つ
い
て
「
天
主
降
気
以
感
万
物
」、
す
な
わ
ち
、
天
主
が
気
を
下
し
万
物
に
感
応
す
る
と
解
し
て
い
て
、
神
（「
天
主
」）

と
万
物
と
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
の
気
に
言
及
し
て
い
る
。

「
約
気
明
名
」
2
の
引
用
で
は
、
そ
れ
が
「
陰
陽
二
気
引
出
万
物
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
天
神
」「
天
主
」
に
代
わ
っ
て
、「
気
」
が
「
陰

陽
二
気
」
に
改
め
ら
れ
た
上
で
、
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
神
は
、
元
来
『
説
文
解
字
』
が
示
唆
し
て
い
た
、
気
の
運

動
を
操
作
す
る
主
体
性
、
す
な
わ
ち
気
を
超
え
た
主
体
性
を
失
い
、
陰
陽
二
気
が
万
物
を
引
き
出
す
運
動
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
運
動
に
存

す
る
も
の
に
転
換
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
改
変
は
、
そ
れ
に
次
い
で
引
用
さ
れ
る
『
周
易
』
繋
辞
伝
上
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
と
い
う
言
を
、『
挙
要
』
が
合
わ

せ
て
引
く
そ
の
韓
康
伯
注
（「
神
者
、
変
化
之
極
」）
に
照
ら
し
た
場
合
に
は
、
む
し
ろ
整
合
的
で
あ
る
。
韓
康
伯
注
は
、「
不
測
」
を
陰
陽

か
ら
の
隔
絶
と
解
す
る
こ
と
で
神
を
陰
陽
変
化
を
超
え
た
存
在
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
陰
陽
「
変
化
之
極
」
と
し
て
、
神
を
陰
陽
の
玄
妙

な
変
化
に
あ
く
ま
で
内
在
す
る
存
在
と
見
な
す
も
の
だ
か
ら
だ
。
兼
良
は
こ
こ
で
『
周
易
』
の
言
の
み
を
引
き
、
韓
康
伯
注
を
引
い
て
い
な
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い
が
、
2
の
構
成
全
体
と
し
て
は
、『
説
文
解
字
』
の
説
明
を
改
変
し
た
上
で
『
周
易
』
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
も
そ
も
『
挙
要
』
の
中
で
、
気
の
運
動
を
越
え
た
存
在
、
も
し
く
は
そ
れ
に
内
在
す
る
存
在
、
と
二
通
り
に
解
さ
れ
う
る
「
神
」

の
位
置
づ
け
を
、
後
者
に
一
本
化
し
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
整
序
を
経
た
2
の
「
神
」
解
釈
は
、
3
に
引
か
れ
る
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
と
『
挙
要
』
の
一
節
（「
陽
魂
為
神
、
陰
魄
為
鬼
」）

に
よ
る
鬼
・
神
の
規
定
、
1
の
陰
陽
二
気
に
よ
っ
て
成
る
天
・
地
・
人
へ
の
神
・
祇
・
鬼
の
配
置
の
説
明
と
合
わ
せ
て
、
4
に
お
け
る
総

括
に
矛
盾
な
く
収
斂
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
い
ず
れ
も
陰
陽
二
気
の
運
動
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
、一
貫
し
た
説
明
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
末
尾
の
6
で
は
、
書
紀
叙
述
で
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
と
し
て
の
「
神
」
の
検
討
に
移
る
。
標
題
「
神
代
」
に
「
神
」
を
表

示
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
陰
陽
変
化
不
測
之
理
」
の
明
示
と
し
て
、
2
を
ふ
ま
え
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
次
い
で
書
紀
の
叙

述
に「
神
」の
み
な
ら
ず
、「
祇
」「
鬼
」と
い
う
語（「
名
」）も
ま
た
見
出
せ
る
こ
と

―
「
神
祇
」（
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
五
月
な
ど
）、

「
祇
」（「
大
山
祇
」、
第
九
段
本
書
な
ど
）、「
鬼
」（「
泉
守
道
」（
第
五
段
一
書
十
）
を
「
黄
泉
之
鬼
」
と
み
な
す
説
二
八
、
ま
た
「
用
桃
避
鬼
」

（
第
五
段
一
書
九
））

―
を
確
認
し
て
い
る
。

以
上
、「
約
気
」
と
い
う
設
定
は
、「
神
」、
さ
ら
に
「
祇
」「
鬼
」
を
、
気
の
運
動
と
そ
の
陰
陽
論
的
な
分
化
に
応
じ
る
も
の
と
し
て
弁
別

し
定
義
し
え
た
。「
明
名
」
と
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
定
義
は
、『
挙
要
』
や
『
中
庸
章
句
』
な
ど
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
説
の
整
理
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、「
約
形
示
教
」
と
は
違
っ
て
、「
外
教
説
」
と
弁
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
書
紀
の
「
神
」
概
念
の
説
明
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
態
度
に
は
、
書
紀
「
神
代
」
の
物
語
を
固
有
の
も
の
と
み
な
す
一
方
で
、
そ
の
叙
述
は
、
世
界
生
成
を
陰

陽
論
的
な
気
の
運
動
と
し
て
あ
ら
わ
す
東
ア
ジ
ア
漢
字
世
界
通
有
の
論
理
を
体
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ

そ
、
叙
述
を
な
す
概
念
（
名
）
も
ま
た
共
有
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
き
の
『
挙
要
』
引
用
の
際
の
改
変
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
も
し
神
を
気
の
運
動
を
超
越
し
た
存
在
と
定
義
づ
け
た
場
合
、
陰
陽
二
気
の
運

動
に
よ
っ
て
神
を
も
ふ
く
ん
だ
三
才
が
始
動
す
る
書
紀
「
神
代
」
の
物
語
と
は
合
致
し
な
い
の
で
あ
り
、
兼
良
は
、
そ
う
し
た
書
紀
「
神
代
」

解
釈
の
見
地
か
ら
、
定
義
に
積
極
的
に
介
入
し
た
と
み
な
し
う
る
。
そ
の
際
、
兼
良
が
、
儒
教
説
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
書
紀
の
「
神
」

概
念
の
固
有
性
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
共
有
さ
れ
る
べ
き
「
神
」
概
念
の
定
義
の
調
整
を
選
択
し
た
と
こ
ろ
に
、
書
紀
「
神
代
」
の
叙

述
を
、
東
ア
ジ
ア
に
共
有
さ
れ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
考
え
て
い
る
見
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
八 

「
泉
守
道
」（
第
五
段
一

書
十
一
）
を
「
黄
泉
之
鬼
」
と

す
る
説
の
典
拠
は
未
詳
で
あ

る
。
第
五
段
一
書
六
に
描
か
れ

る
「
醜
女
」
に
つ
い
て
、『
和

名
類
聚
抄
』
に
「
日
本
紀
私
記

云
、
醜
女
、
或
説
、
黄
泉
之
鬼

也
」（『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
巻

一
、
四
十
四
ウ
）
と
あ
る
。
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七
、「
一
心
」
と「
混
沌
」
―
「
約
心
出
体
」

見
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
節
「
約
気
明
名
」
は
、
気
の
運
動
を
原
理
と
す
る
書
紀
叙
述
に
お
け
る
「
神
」
概
念
の
意
味
を
整
理
し
、
第
三

節
「
約
形
示
教
」
は
、
儒
仏
説
と
の
類
比
を
通
じ
て
、「
神
代
」
と
い
う
物
語
に
現
れ
る
存
在
と
し
て
の
「
神
」
の
意
義
を
解
説
し
て
い
る
。

こ
と
ば
の
説
明
と
し
て
み
れ
ば
、
す
で
に
「
神
」
の
語
義
と
、
物
語
に
お
け
る
そ
の
意
義
と
が
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
で
に
十
分

に
も
み
え
る
が
、
纂
疏
「
釈
神
」
で
は
、
そ
れ
ら
の
説
明
に
先
行
し
て
、
さ
ら
に
第
一
節
「
約
心
出
体
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

的
で
あ
る
。
こ
の
節
は
、
纂
疏
に
お
け
る
書
紀
の
「
神
」
解
釈
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
全
文
を
掲
出
す
る
。
他
節
と
同
様
、
説
明
内
容
の
ま
と
ま
り
に
即
し
て
分
節
し
、
改
行
を
施
し
、
1
か
ら
5
ま
で
数
字
を
付
し
た
。

文
中
、
他
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
箇
所
に
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付
け
る
。

1
初
約
心
出
体
者
、
夫
一
心
者
、
混
沌
之
宮
、
神
明
之
舎
也

2
此
書
曰
、「
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
混
沌
如
鶏
子
」、
蓋
天
地
陰
陽
、
是
気
之
名
、
未
剖
不
分
、
是
理
之
表
、
理
気
混
融
、
合
一
不
測
、

謂
之
混
沌
、
理
者
寂
然
不
動
、
即
心
之
体
、
気
者
感
而
遂
通
、
即
心
之
用
、
寂
出
感
、
体
起
用
耳

3
且
就
出
世
教
論
之
則
、
本
覚
真
性
、
是
万
法
所
依
之
体
也
、
不
覚
一
念
動
者
、
是
妄
情
之
異
名
、
由
此
一
念
、
無
明
心
起
、
即
有
能
、

有
所
、
内
既
所
成
、
識
想
紛
然
、
外
之
所
成
、
有
風
輪
、
有
金
輪
、
有
水
輪
、
結
為
山
石
、
抽
為
草
木
、
楞
厳
経
曰
、「
想
澄
成
国
土
、

知
覚
乃
衆
生
」、
衆
生
有
情
為
正
報
、
山
河
無
情
為
依
報
、
原
此
情
与
無
情
二
報
、
皆
従
一
念
起
、
故
云
、「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」、

又
云
、「
阿
頼
耶
識
、
即
是
真
心
、
不
守
自
性
、
随
染
浄
縁
、
不
合
而
合
、
能
含
蔵
一
切
真
俗
境
界
」、
又
楞
厳
経
曰
、「
外
洎
山
河
大
地
、

色
空
明
暗
、
皆
是
妙
明
心
中
物
」、
又
曰
、「
空
生
大
覚
中
、
如
海
一
漚
発
」、
諸
経
論
中
、
多
明
如
此
之
旨

4
蓋
心
与
混
沌
、
其
体
全
一
、
又
名
曰
神
、
故
尚
書
洪
範
五
行
伝
曰
、「
心
蔵
神
也
」、
夫
天
地
人
物
之
理
気
、
蘊
在
混
沌
中
、
譬
猶

本
覚
真
心
、
含
蔵
一
切
真
俗
境
界
也
、
及
其
開
闢
、
而
為
天
、
為
地
、
為
人
、
為
物
、
為
有
情
、
為
無
情
、
皆
一
気
之
分
、
神
理
之

変
也

5
陰
陽
二
神
、体
此
理
故
、孕
山
河
於
胎
内
、現
日
月
於
掌
中
、穿
天
入
地
、自
在
無
碍
、所
謂
「
天
地
同
根
、万
物
一
体
」、「
毛
呑
巨
海
、

芥
納
須
弥
」
者
也
、
譬
諸
明
鏡
、
至
虚
至
静
之
中
、
具
当
感
物
之
理
、
故
至
事
物
方
来
、
而
莫
不
現
其
影
像
、
混
前
一
気
、
含
衆
物

之
理
、
亦
復
如
是
、
神
明
之
道
、
以
明
鏡
為
正
体
、
則
有
取
於
此
在
者
也
（
十
四
―
十
五
）
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冒
頭
1
は
、
本
節
の
観
点
で
あ
る
「
心
」
を
ふ
ま
え
る
と
思
わ
れ
る
「
一
心
」
と
、
書
紀
冒
頭
部
の
「
混
沌
」（
渾
沌
）、
さ
ら
に
「
神
明
」

と
の
関
係
を
述
べ
た
一
文
で
あ
る
。『
朱
子
語
類
』
中
の
「
心
是
神
明
之
舎
」（
巻
九
八
）、あ
る
い
は
『
挙
要
』「
心
」
の
項
に
見
ら
れ
る
「
荀

子
曰
、
心
者
神
明
之
舎
」
に
基
づ
く
表
現
と
推
察
さ
れ
る
が
、
一
文
の
も
う
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
混
沌
之
宮
」
に
つ
い
て
は
管
見
の

か
ぎ
り
、
先
例
は
な
い
。
一
文
全
体
は
、
兼
良
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

『
朱
子
語
類
』
は
前
掲
の
語
句
の
後
に
「
為
一
身
之
主
宰
」
と
つ
づ
き
、『
挙
要
』「
心
」
の
場
合
は
荀
子
の
引
用
の
後
、「
晦
庵
朱
氏
曰
、

心
者
人
之
虚
霊
、
知
覚
所
以
具
衆
理
而
応
万
事
者
也
」
二
九
と
つ
づ
い
て
い
て
、
両
者
が
指
す
「
心
」
は
、
い
ず
れ
も
一
義
的
に
は
、
人
の

身
体
の
中
心
と
し
て
の
「
心
」
を
想
定
し
て
い
る
。『
挙
要
』
の
典
拠
で
あ
る
『
荀
子
』
も
「
心
者
形
之
君
也
、而
神
明
之
主
也
」（
解
蔽
篇
）

と
表
現
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
1
の
場
合
、「
心
」
は
「
一
心
」
と
あ
ら
た
め
ら
れ
、
そ
れ
が

天
地
の
始
原
と
し
て
の
「
混
沌
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
一
心
」
は
、
身
体
の
主
た
る
こ
と
を
越
え
て
、
二
藤
論
文
、
上

野
論
文
三
〇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、仏
教
概
念
と
し
て
、世
界
を
成
り
立
た
し
め
る
本
源
的
な
存
在
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
約
心
出
体
」
と
い
う
試
み
も
、
こ
の
本
源
的
な
「
一
心
」
の
観
点
に
た
っ
て
、
本
体
と
し
て
の
神
を
問
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

文
の
意
義
に
つ
い
て
は
後
に
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
。

2
で
は
、
第
二
節
「
約
気
明
名
」
1
と
同
じ
く
、
書
紀
第
一
段
本
書
冒
頭
部
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
約
気
明
名
」
1
が
、
書
紀
の

「
渾
沌
如
鶏
子
」
以
降

―
気
の
展
開
と
天
地
の
生
成

―
の
叙
述
を
解
釈
の
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
、「
渾
沌
如
鶏
子
」
ま
で

の
原
初

―
気
の
展
開
以
前
の
始
原
的
な
状
態

―
の
叙
述
を
と
り
あ
げ
る
。
書
紀
の
冒
頭
二
句
を
理
気
概
念
を
も
ち
い
て
分
析
し
、
始
原

的
な
存
在
で
あ
る
「
混
沌
」
を
「
理
気
混
融
」
と
す
る
。「
理
者
寂
然
不
動
」
以
下
の
後
半
は
、「
混
沌
」
を
構
成
す
る
理
気
に
つ
い
て
、
朱

熹
の
言
説
（『
朱
子
語
類
』）
を
ふ
ま
え
、
理
を
「
心
之
体
」、
気
を
「
心
之
用
」
と
説
明
す
る
三
一
。

こ
の
よ
う
に
2
で
は
、
そ
れ
と
明
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
朱
子
学
の
理
気
論
に
よ
る
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
書
紀
が
八
世
紀
初
め
の

成
立
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
宋
学
に
よ
る
分
析
は
時
代
錯
誤
と
も
い
え
る
が
、
こ
こ
で
も
兼
良
は
、
書
紀
叙
述
を
、
八
世
紀
日
本
の
歴

史
的
所
産
と
い
う
よ
り
、
漢
字
世
界
通
有
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
み
な
す
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
第
二
節
「
約
気
明
名
」
が
、
形
―
気
に
わ
た

る
分
析
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
理
気
論
に
よ
る
気
―
理
に
わ
た
る
分
析
と
し
て
、
さ
ら
に
始
原
と
本
源
の
探
求
を
す
す
め
て
い

て
、
書
紀
「
神
代
」
に
お
け
る
原
初
状
態
を
、「
心
」
に
繋
げ
て
考
え
う
る
回
路
を
も
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
3
は
、
仏
教
説
（「
出
世
教
」）
と
明
示
し
た
上
で
、
書
紀
が
あ
ら
わ
す
始
源
的
状
況
に
相
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
心
」
に
本
源

的
な
事
態
を
み
る
説
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
覚
真
性
」
あ
る
い
は
「
真
心
」
と
も
い
う
本
源
的
な
存
在
に
、
不
覚
一
念
、
無

明
心
が
生
じ
る
こ
と
で
、
阿
頼
耶
識
が
成
立
し
、
そ
こ
か
ら
内
外
の
一
切
の
事
物
が
現
出
す
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

二
九 

『
孟
子
集
注
』
尽
心
章

句
上
か
ら
の
引
用
。

三
〇 

二
藤
注
一
八
前
掲
論

文
、
上
野
注
一
九
前
掲
論
文
。

三
一 

こ
の
文
に
つ
い
て
は
、

二
藤
京
が
「
心
一
也
、
有
指
体

而
言
者
、
寂
然
不
動
是
也
、
有

指
用
而
言
者
、
感
而
遂
通
天
下

之
故
是
也
」（
巻
第
六
十
二
）

を
は
じ
め
と
す
る『
朱
子
語
類
』

の
諸
条
の
検
討
を
通
じ
て
、〈
理

―
寂
然
不
動
―
心
之
体
〉、〈
気

―
感
而
遂
通
―
心
之
用
〉
と
い

う
理
解
が
、
朱
熹
の
テ
キ
ス
ト

か
ら
導
か
れ
う
る
こ
と
を
証
し

て
い
る
（
二
藤
注
一
八
前
掲
論

文
）。
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三
二 

鎌
田
茂
雄
『
原
人
論
』

（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）

参
照
。
宗
密
に
至
る
華
厳
教
学

に
つ
い
て
は
同
書
の
他
、
た

と
え
ば
木
村
清
孝
『
中
国
華

厳
思
想
史
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
九
二
年
）
に
詳
し
い
。

三
三 

荒
木
見
悟
『
中
国
撰
述

経
典
二 

楞
厳
経
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
）「
解
説
」
参
照
。

三
四 

こ
の
「
神
」
の
名
づ
け

る
対
象
に
つ
い
て
は
、「
付
記
」

の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
金
沢
英
之
、

齋
藤
希
史
両
氏
と
の
議
論
を
通

じ
て
修
正
し
た
。
両
氏
に
感
謝

す
る
。

三
五 

『
尚
書
洪
範
五
行
伝
』

は
佚
書
で
あ
る
。『
黄
氏
逸
書

考
』
収
録
の
同
書
逸
文
に
「
心

蔵
神
」
は
見
出
し
え
な
い
。
一

方
で
「
心
蔵
神
」
と
い
う
表

現
は
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
の

五
臓
の
説
明
で
用
い
ら
れ
て
お

り
、他
書
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
宗
密
『
原
人
論
』
に
「
謂
初
唯
一
真
霊
性
、
不
生
不
滅
、
不
増
不
減
、
不
変
不
易
（
中
略
）
所
謂
不
生
滅
真
心
與
生
滅
妄
想
、

和
合
非
一
非
異
、
名
為
阿
頼
耶
識
」、
ま
た
「
心
既
従
細
至
麁
、
展
転
妄
計
、
乃
至
造
業
、
境
亦
従
微
至
著
、
展
転
変
起
乃
至
天
地
」
と
あ

る
よ
う
に
、
天
地
人
の
本
源
を
追
求
し
た
こ
の
書
が
到
達
し
た
一
乗
顕
性
教
の
説
で
あ
る
三
二
。
書
名
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
引
用
さ
れ
る
永

明
延
寿
『
宗
鏡
録
』（「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」「
阿
頼
耶
識
・
・
・
」）
は
、
宗
密
の
思
想
を
ひ
き
つ
ぎ
、
さ
ら
に
総
合
的
「
一
心
」
思
想

へ
と
ま
と
め
た
著
作
で
あ
り
、
ま
た
、
書
名
の
挙
が
っ
て
い
る
『
首
楞
厳
経
』（
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
）
は
、

宗
密
、
延
寿
が
と
も
に
論
の
経
証
と
し
て
重
要
視
し
た
経
典
で
あ
っ
た
三
三
。

「
釈
神
」
全
体
を
み
わ
た
せ
ば
、
こ
の
説
は
、
じ
つ
は
第
三
節
「
約
形
示
教
」
4
に
提
示
さ
れ
る
「
依
内
教
」
中
の
「
大
乗
説
」
に
重
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
真
心
」
を
根
本
と
し
、器
世
界
を
ふ
く
む
形
あ
る
も
の
の
す
べ
て
は
、第
八
識
（
第
一
節
3
に
い
う
「
阿
頼
耶
識
」）

の
所
産
で
あ
っ
て
畢
竟
は
虚
妄
で
あ
る
、
と
、
宗
密
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
経
典
で
あ
る
『
円
覚
経
』（
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
經
）

の
世
尊
の
言
を
も
引
い
て
、
説
か
れ
て
い
た
。「
約
形
示
教
」
で
は
儒
教
説
、
仏
教
説
と
書
紀
叙
述
と
の
類
比
を
ひ
ろ
く
検
討
し
た
兼
良
が
、

こ
の
説
に
つ
い
て
は
仏
教
説
の
一
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
、
書
紀
叙
述
と
の
関
連
を
何
ら
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
沈
黙
は
「
約
形
」、
す
な
わ

ち
書
紀
「
神
代
」
に
お
い
て
形
象
の
次
元
で
神
を
問
う
て
い
る
か
ぎ
り
、
す
べ
て
の
形
象
を
虚
妄
と
見
な
す
こ
の
説
へ
の
対
応
物
は
見
出
し

え
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
本
源
と
し
て
の
「
一
心
」
の
次
元
を
問
う
本
節
に
お
い
て
は
、
こ
の
仏
教
説
と
書
紀
「
神
代
」
と

の
照
応
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
推
察
は
裏
打
ち
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
形
象
の
次
元
で
接
点
を
も
ち
え
な
か
っ
た
仏
教
説
と

書
紀
「
神
代
」
と
が
、
ど
の
よ
う
な
合
致
を
見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
節
4
は
、ま
さ
に
そ
の
答
え
を
出
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。先
行
す
る
2
、
3
二
説
を
総
括
し
、両
者
の
照
応
を
明
示
す
る
。す
な
わ
ち
、

冒
頭
に
、
3
の
大
乗
説
で
示
さ
れ
た
「
心
」
と
、
2
で
取
り
上
げ
た
書
紀
冒
頭
部
の
「
混
沌
」
と
を
挙
げ
て
、
両
者
は
一
体
で
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
「
神
」
と
名
づ
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
三
四
。

こ
れ
は
、
2
に
掲
げ
た
書
紀
「
神
代
」
の
「
混
沌
」
を
始
発
と
す
る
世
界
の
生
成
と
、
3
に
掲
げ
た
大
乗
説
に
よ
る
「
心
」
を
本
体
と

し
た
世
界
の
は
じ
ま
り
と
の
照
合
に
基
づ
い
た
兼
良
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
書
紀
叙
述
と
諸
教
説
と
の
比
較
が
広
汎
に
な
さ
れ
る
纂
疏
に
お
い

て
、
両
者
の
照
応
で
は
な
く
、
同
一
が
示
さ
れ
た
の
は
こ
の
二
者
の
み
で
あ
っ
て
、
重
大
な
解
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
「
神
」
と
す

る
名
づ
け
は
そ
の
照
合
か
ら
た
だ
ち
に
導
き
う
る
も
の
で
は
な
く
、
直
後
に
引
用
さ
れ
る
「
心
蔵
神
也
」三
五
も
そ
の
根
拠
と
し
て
は
明
ら

か
に
十
分
で
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

4
の
後
半
、「
夫
天
地
人
物
之
理
気
・・・
神
理
之
変
也
」
は
、
以
上
の
認
定
に
た
っ
て
、
2
で
提
示
し
た
書
紀
に
お
け
る
世
界
の
生
成
を
、

3
の
仏
教
説
と
対
応
さ
せ
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
理
気
」「
含
蔵
一
切
真
俗
境
界
」
と
い
う
2
、
3
に
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表
れ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
こ
こ
に
第
三
節
「
約
形
示
教
」
で
は
得
ら
れ
な
い
書
紀
叙
述
と
大
乗
説
と
の
照

応
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
根
本
で
の
合
致
の
確
認
が
、
第
三
節
に
お
い
て
、
比
較
考
察
し
え
な
い
大
乗
説
を
も

許
容
す
る
基
盤
を
な
し
て
い
る
。

以
上
、
4
の
認
定
に
基
づ
き
、
2
か
ら
4
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
簡
単
に
図
式
化
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
三
六
。

本
覚
真
性
　
　
　
　
↓
　
　
心
（
本
覚
真
心
、
阿
頼
耶
識
）　
∩
　
一
切
真
俗
境
界
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
混
沌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

↓  

天
・
地
・
人
・
物
・
有
情
・
無
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神

3
の
仏
教
説
で
は
、「
心
」
の
本
体
（「
万
法
所
依
之
体
」）
と
さ
れ
る
の
は
「
本
覚
真
性
」
で
あ
り
、
体
よ
り
生
起
し
た
用
を
ふ
く
む
全

体
は
「
阿
頼
耶
識
」「
本
覚
真
心
」
と
さ
れ
る
三
七
。
兼
良
は
こ
の
後
者
を
「
心
」
と
し
、
書
紀
に
現
れ
た
「
混
沌
」
と
の
合
致
を
道
破
し
、

そ
れ
ぞ
れ
と
万
物
の
現
出
と
の
関
係
も
照
応
す
る
と
み
た
の
で
あ
る
。

両
説
に
は
相
違
点
も
あ
り
、
そ
れ
は
4
の
記
述
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
心
」
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
現
出
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
全
体
を
な

お
「
含
蔵
」
す
る
の
に
対
し
て
、「
混
沌
」
の
場
合
は
、「
理
気
混
融
」
の
状
態
か
ら
、
万
物
が
現
出
す
る
「
開
闢
」
へ
と
変
容
す
る
と
い
う

点
で
あ
る
（
図
で
は
、
前
者
を
包
含
関
係
を
示
す
集
合
記
号
で
、
後
者
を
一
方
向
的
に
進
展
を
示
す
矢
印
で
あ
ら
わ
し
、
区
別
し
て
い
る
）。

そ
の
相
違
に
留
意
し
た
上
で
、
合
致
に
視
点
を
戻
す
な
ら
ば
、
こ
の
合
致
の
認
識
は
、
宗
密
『
原
人
論
』
の
触
発
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
儒
教
、
道
教
説
、
さ
ら
に
仏
教
諸
派
の
説
を
批
判
し
な
が
ら
存
在
の
根
拠
を
追
求
す
る
『
原
人
論
』
が
到
達
す
る
の
は
、

先
述
し
た
よ
う
に
、
一
乗
顕
性
教
で
あ
り
、「
本
覚
真
心
」
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
こ
の
書
で
は
一
乗
顕
性
教
の
教
説
を
提
示
し
た
上
で
、

そ
れ
が
各
教
説
と
通
底
す
る
こ
と
（
会
通
）
が
あ
ら
た
め
て
た
し
か
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
過
程
で
、「
真
心
」
と
、
儒
教
説
道
教
説
に
お

け
る
本
源
と
し
て
の
「
混
一
之
元
気
」
と
の
照
応
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
密
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
所
禀
之
気
、
展
転
推
本
、
即
混
一
之
元
気
也
、
所
起
之
心
、
展
転
窮
源
、
即
真
一
之
霊
心
也
、
究
実
言
之
、
心
外
的
無
別
法
、
元
気

亦
従
心
之
所
変
三
八 

「
即
真
一
之
霊
心
也
」
ま
で
の
前
半
に
お
い
て
、
儒
道
二
教
の
い
う
「
混
一
之
元
気
」 
と
一
乗
顕
性
教
説
の
「
真
一
之
霊
心
」
と
は
、「
本
」

三
六 

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は

早
く
二
藤
注
一
八
論
文
が
考
察

し
て
い
る
。
こ
こ
で
兼
良
が
い

う
「
心
」
が
「
真
如
と
妄
念
の

和
合
体
」
で
あ
り
、『
大
乗
起

信
論
』
が
示
し
た
「
衆
生
心
」

「
阿
頼
耶
識
」
に
等
し
い
と
す

る
指
摘
は
正
し
い
。
た
だ
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
「
混
沌
」
は
、

二
藤
論
文
の
い
う
「
儒
教
に
言

う
「
理
」」
で
は
な
い
。「
混
沌
」

に
つ
い
て
兼
良
は
「
理
気
混

融
」「
理
気
」
と
い
い
、
ま
た

「
混
前
一
気
」「
混
沌
一
気
」
と

も
言
い
換
え
て
お
り
、
そ
れ
が

「
気
」
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ

る
こ
と
は
動
か
な
い
。「
混
沌
」

は
「
理
気
混
融
」
の
も
の
と
し

て
、「
心
」
と
対
応
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
点
、金
沢
英
之「
神

話
と
歴
史
」、『
岩
波
講
座
日
本

の
思
想
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
三
年
）
所
収
、
に
も
同

様
の
誤
解
が
見
ら
れ
る
。

三
七 

『
原
人
論
』
の
叙
述
に

お
い
て
は
、「
本
覚
真
心
」
は

根
源
的
存
在
で
あ
り
、
こ
こ
で

言
う
「
本
覚
真
性
」
に
等
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
兼
良
の
語
法
に

お
い
て
は「
本
覚
真
心
」は
、「
一

切
真
俗
境
界
」
を
含
蔵
す
る
も

の
と
し
て
、む
し
ろ「
心
」や「
阿

頼
耶
識
」
に
等
し
い
も
の
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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三
八 

鎌
田
注
三
二
前
掲
書

一
一
三
頁
。

「
源
」
の
次
元
で
通
底
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
「
究
実
言
之
」
以
下
の
後
半
で
は
、実
を
究
め
る
時
、「
心
」
以
外
に
実
体
は
な
く
、「
元

気
」
も
ま
た
「
心
」
の
変
容
に
よ
る
も
の
、
と
さ
れ
る
。
宗
密
は
根
本
的
に
は
両
者
に
包
含
関
係
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

兼
良
が
、こ
の
『
原
人
論
』
の
一
節
の
前
半
を
、本
文
注
解
で
引
用
し
、自
ら
の
見
解
の
一
部
と
し
て
い
る
こ
と
（
書
紀
第
一
段
本
書
「
神
聖
」

注
釈
）
は
、宗
密
の
考
察
が
、兼
良
を
、「
心
」
と
「
混
沌
」
と
の
合
致
の
認
識
へ
と
触
発
し
た
と
み
る
推
察
の
一
つ
の
根
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
そ
の
際
、「
究
実
言
之
」
以
下
の
後
半
を
引
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
「
心
」
と
「
元
気
」
と
に
包
含
関
係
を
み
る
宗
密
と
は
見

解
を
異
に
す
る
こ
と
と
整
合
す
る
。

兼
良
が
『
原
人
論
』
の
比
較
考
察
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
帰
結
を
導
き
え
た
の
に
は
、
朱
子
学
の
理
気
論
の
役
割
が
大

き
い
。
そ
の
理
気
二
元
論
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
2
に
み
た
よ
う
に
、「
混
沌
」
を
、
た
ん
に
気
の
み
で
は
な
く
「
理
気
混
融
」
と
捉
え

る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、『
原
人
論
』
の
措
定
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、宗
密
の
よ
う
に
「
元
気
」
を
「
心
」
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

「
混
沌
」
た
る
始
原
の
元
気
に
、「
混
融
」
と
い
う
あ
り
よ
う
で
あ
れ
、
理
が
内
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
は
、「
心
」
の
基
体
と
し
て
の
「
本

覚
真
性
」
と
同
じ
く
、「
混
沌
」
そ
れ
自
体
が
本
源
た
り
う
る
こ
と
を
証
す
る
か
ら
だ
。
か
く
て
兼
良
は
、『
原
人
論
』
の
よ
う
な
包
含
関
係

で
は
な
く
、「
心
」
と
「
混
沌
」
と
を
等
号
で
結
び
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
指
し
て
「
神
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で「
神
」と
い
う
名
づ
け
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
。
4
の「
夫
天
地
人
物
之
理
気
」以
降
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
に
お
い
て「
混
沌
」

か
ら
の
展
開
を
、「
一
気
之
分
、
神
理
之
変
」
と
述
べ
る
の
は
、
そ
の
名
づ
け
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
こ
に
初
出
す
る
「
神
理
」
と
い
う
語
は
、

「
混
沌
」
に
内
在
す
る
理
を
、「
神
」
と
い
う
名
づ
け
に
と
も
な
い
、
言
い
換
え
た
も
の
と
み
な
し
う
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
は
、「
神
」
で

は
な
く
「
神
理
」
と
い
う
語
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。
4
の
後
半
で
「
一
気
之
分
、
神
理
之
変
」
と
し
て
、「
混
沌
」
か
ら
の
開
闢

の
説
明
に
用
い
ら
れ
た
後
、第
二
節
「
約
気
明
名
」
1
に
引
き
継
が
れ
て
、同
じ
く
「
混
沌
」
か
ら
天
地
人
三
才
へ
の
分
化
が
「
其
気
之
変
、

神
理
亦
随
焉
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
三
才
へ
の
分
化
は
さ
ら
に
各
々
に
お
け
る
神
の
出
現
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
先
に
み
た
と
お
り
第

二
節
で
は
、
神
は
、
陰
陽
論
的
な
気
の
運
動
に
内
在
す
る
も
の
と
見
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
気
の
分
化
と
と
も
に
遍
在
す
る「
神
理
」

が
、
そ
の
根
拠
づ
け
に
貢
献
し
う
る
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
そ
の
根
拠
づ
け
の
必
要
こ
そ
が
、
始
原
の
「
混
沌
」

に
内
在
す
る
理
の
認
識
と
結
び
つ
い
て
、「
神
理
」
が
措
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

事
実
、
兼
良
は
、
書
紀
第
一
段
本
書
の
「
渾
沌
如
鶏
子
」
の
注
釈
に
お
い
て
、「
渾
沌
」
を
「
陰
陽
未
分
之
一
気
」
と
し
た
上
で
、
諸
書

の
例

―
『
礼
記
月
令
正
義
』『
三
五
暦
記
』『
渾
天
説
』、
さ
ら
に
『
孝
経
左
援
神
契
』『
老
子
』『
荘
子
』
ま
で

―
を
動
員
し
て
、
い
さ

さ
か
強
引
に
、
そ
の
「
渾
沌
」
に
「
神
理
」
が
内
在
す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
（
二
二
―
二
三
）。
こ
の
強
引
さ
は
、「
釈
神
」
に
お
い
て

理
論
的
に
提
示
し
え
た
も
の
を
、
叙
述
の
表
現
分
析
だ
け
で
析
出
し
よ
う
と
す
る
無
理
に
起
因
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
書
紀
「
神
代
」
を
、
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陰
陽
論
的
な
気
の
運
動
と
と
も
に
生
起
す
る
神
々
の
物
語
と
と
ら
え
、
そ
の
全
体
に
理
気
論
に
よ
る
理
解
を
通
そ
う
と
す
る
兼
良
の
意
欲
を

示
し
て
い
る
。「
約
心
出
体
」
5
に
お
い
て
、「
陰
陽
二
神
、
体
此
理
故

0

0

0

0

、
孕
山
河
於
胎
内
、
現
日
月
於
掌
中
、
穿
天
入
地
、
自
在
無
碍
」（
傍

点
徳
盛
）
と
、
イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
を
「
神
理
」
を
体
現
し
た
存
在
と
み
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
在
の
営
為
を
な
し
え
た
と
納
得
す
る
の

も
、
そ
う
し
た
理
解
の
延
長
上
に
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
で
の
「
神
」
の
名
づ
け
は
、
書
紀
「
神
代
」
に
最
初
の
神
が
出
現
す
る
よ
り
先
の
「
混
沌
」
を
、「
神
」
と
名
づ
け
る
特
異

に
み
え
る
解
釈
で
あ
る
が
、そ
の
趣
旨
は
、そ
こ
に
実
体
と
し
て
の
神
を
み
と
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
開
闢
後
に
出
現
す
る
神
々

の
存
在
を
根
拠
づ
け
る
「
神
理
」
の
確
認
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

八
、
本
源
へ
の
問
い
と
テ
キ
ス
ト
解
釈

「
約
心
出
体
」
と
は
、
表
現
さ
れ
た
事
象
の
み
な
ら
ず
、
表
現
す
る
こ
と
ば
の
根
拠
を
も
問
い
、
本
源
的
な
も
の
を
探
求
す
る
、
す
ぐ
れ

て
中
世
的
な
問
い
か
け
で
あ
る
。

そ
の
冒
頭
1
に
、
兼
良
が
提
示
し
た
命
題
「
夫
一
心
者
、
混
沌
之
宮
、
神
明
之
舎
也
」
は
、
み
ず
か
ら
「
釈
神
」
の
冒
頭
に
お
い
た
そ

の
問
い
へ
の
、
書
紀
「
神
代
」
を
ふ
ま
え
た
応
答
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

「
一
心
」
を
「
神
明
之
舎
」、
神
の
住
ま
う
家
と
す
る
く
だ
り
は
、「
心
」
＝
「
混
沌
」
に
お
け
る
「
神
理
」
が
、
来
た
る
べ
き
神
々
を
根

拠
づ
け
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
了
解
で
き
よ
う
。
他
方
、「
一
心
」
を
「
混
沌
之
宮
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
混
沌
が
住
ま
う
宮
と
解

す
る
と
、「
心
」
と
「
混
沌
」
と
の
合
致
と
い
う
認
識
と
整
合
し
な
い
が
、
書
紀
第
四
段
第
一
の
一
書
の
次
の
本
文
注
解
が
参
考
に
な
る
。

イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
ヲ
ノ
ゴ
ロ
島
で
「
同
宮
共
住
而
生
児
」（
宮
を
同
じ
く
し
て
共
に
住
ひ
て
児
を
生
む
）
と
す
る
、
こ
の
「
宮
」
に

つ
い
て
、
兼
良
は
「
宮
者
何
宮
、
曰
混
沌
之
宮
也
、
二
神
体
於
天
地
同
根
、
万
物
一
体
之
理
故
也
」
と
注
し
て
い
る
。「
約
心
出
体
」
5
の

記
述
と
呼
応
す
る
注
釈
だ
が
、「
同
宮
共
住
而
生
児
」
と
い
う
表
現
を
、
二
神
が
混
沌
の
中
か
ら
万
物
を
生
み
出
す
意
と
解
し
た
上
で
、「
宮
」

と
は
、
場
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
混
沌
を
表
す
と
み
て
、「
混
沌
之
宮
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
混
沌
と
い
う
宮
、
と
い

う
意
で
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
夫
一
心
者
、
混
沌
之
宮
」
は
、「
一
心
」
＝
「
混
沌
」
の
表
現
と
し
て
了
解
で
き
る
。

そ
う
了
解
す
る
時
、
こ
の
命
題
は
纂
疏
の
集
約
と
し
て
意
義
を
も
ち
う
る
と
考
え
る
。

こ
の
三
者
、「
一
心
」「
混
沌
」「
神
（
神
理
）」
は
そ
れ
ぞ
れ
通
底
す
る
概
念
で
あ
り
な
が
ら
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
文
注
解
で
、
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本
源
的
な
存
在
を
参
照
す
る
際
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
一
心
」
が
用
い
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
、
第
九
段
第
一
の
一
書
で
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
与
え
ら
れ
る
「
三
種
宝
物
」
に
つ
い
て
、「
三
器
即
一
心
之
標
幟
也
」
と
す
る
）。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
兼
良
は
語
る
こ
と
が

な
い
が
、
そ
れ
は
「
混
沌
」
や
「
神
理
」
で
は
代
替
で
き
な
い
も
の
だ
。「
混
沌
」
は
、「
約
心
出
体
」
4
で
の
「
心
」
と
の
相
違
に
あ
ら

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
源
的
な
存
在
を
指
す
も
の
の
、
そ
れ
は
始
原
的
な
局
面
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
開
闢
後
の
状
況
に
お
い
て
も
通
用

す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
神
理
」
は
、
神
々
の
出
現
の
「
其
気
之
変
、
神
理
亦
随
焉
」
と
い
っ
た
表
現
に
顕
著
な
よ
う
に
、
遍
在
し
自

在
な
も
の
を
指
す
一
方
、
本
源
性
を
欠
い
て
い
る
。
ま
さ
に
「
一
心
」
が
主
体
と
し
て
「
混
沌
」「
神
明
」
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
よ
う
に
通
底

す
る
と
す
る
こ
の
命
題
の
と
お
り
、
兼
良
は
「
一
心
」
を
本
源
的
な
も
の
を
さ
す
十
全
な
こ
と
ば
と
し
て
、
纂
疏
の
注
釈
に
用
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

纂
疏
に
お
け
る
本
源
へ
の
問
い
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
る
ほ
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、「
約
心
出
体
」
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
兼
良
の
注
釈
の
特
質
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、書
紀
「
神
代
」
に
向
け
ら
れ
う
る
本
源
へ
の
問
い
を
受
け
と
め
な
が
ら
、

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
書
紀
「
神
代
」
の
輪
郭
を
決
し
て
見
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
一
つ
は
「
神
理
」
の
発
見
。「
神
代
」
を
成
り
立
た

せ
る
神
の
根
拠
を
問
う
中
で
、
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
「
渾
沌
」
に
着
目
し
、
そ
れ
自
体
は
そ
の
ま
ま
に
、
そ
こ
に
「
神
理
」
と
い
う
理
論
的
な

根
拠
を
見
出
す
に
と
ど
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
一
心
」
の
適
用
。
書
紀
「
神
代
」
の
物
語
世
界
に
お
け
る
本
源
的
な
も
の
を
語
る
の
に
、

仏
教
語
で
あ
る
「
一
心
」
を
用
い
る
こ
と
を
辞
さ
な
い
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
書
紀
叙
述
に
は
そ
う
し
た
概
念
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
い

わ
ば
補
填
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
纂
疏
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
ば
へ
の
問
い
の
重
層
性
と
と
も
に
、
兼
良
の
テ
キ
ス
ト
解
釈
に
お
け
る

創
意
を
強
調
し
て
、
結
び
と
す
る
。

　
付
記
　
本
論
文
の
一
部
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
九
日
に
東
京
大
学
教
養
学
部
で
開
催
さ
れ
た
「
セ
ミ
ナ
ー 

東
ア
ジ
ア
古
典
学
の
方
法 

第

三
十
六
回
」
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
で
コ
メ
ン
ト
や
質
問
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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